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　本研究テーマについて平成七年以降は行なっていないが、15年前から各次調査後

に行なってきた研究発表（論文、口頭発表、その他）については、あとがきに示し
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3　出版物

　上述の一連の研究発表と本研究の成果をもとに、数年以内に小川裕子単独で、著

書をまとめる予定であ・る。板題「高齢者向け住宅・居注猫設の借笥と連営』
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第一章 一民闇有料老人ホームにおける開般後
15年聞の入唐者概要と入退唐動向
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　　　　高齢者対応型住宅、有科老人ホーム、入退居動向、入居時年齢、退居時年齢

1　tt　Uめに

　高齢化の進展にともない、わが国でも都市部や過疎地域を中心と

して高齢の単身または夫婦のみの世帯が増加の一途を辿っていろこ

とは周知の通りである。これらの世帯の住宅事情は持家率が低いと

同時に民営借家率が高く、さらに、「民営借家に居住している高齢

者単身世帯の約7割は最低居住水準未満という非常に由々しき現状」

1，にあb、対策が急がれている。他方で、現在N生省老人保健椙祉

審識会で検討されている「介護の社会化」21が、その財源にっいて

liともかくも実現するとするならば、これからの高齢期に求められ

る住宅には、介護を中心とした将来の不安に応えるための「持家」

に象微される資産価値の側面より、高齢期の生活にとって適切なハ

ード、ソフトの条件を傭えているかどうかがより重要な要件となる

ことはまちがいない。このことci　vすでに「新ゴールドプランの具

体的施策」3｝においてs高齢者を含む世帯のための住宅施策として、

ケアハウスの10万人分の整備をはヒめとして、高齢者対応型住宅の

新築・増改策に対する政策融責等の充実や集合住宅を含む高齢者対

応型住宅を供給する民間業者に対する新たな政策融賓等の実施、そ

して、生活支援機能の付加された高齢者対応型住宅の整備（シルパ

ーハウジング・プロジェクF、シニ7住宅）等が示されていること

にも反映されている。

　さて、本研究で取り上げる有料老人ホームは、老人福祉法におい

て「常時10人以上あ老人を入所させ、食事の提供その他目常生活上

必要な便宜を供与することを目的とする施設でas　eて、老人福祉施

設でないもの」41と規定されている●また、最近の報告書5，によれ

ば、有料老人ホームの提供するサービスとLてtt、Φ加齢および疾

病に伴う心身機能の低下に配慮した質の高い住宅の提供、②日常生

活上必要な便宜の擾供、③介護の纏供の3っがあげられている。こ

のことは、有料老人ホームが前述した生活支援楓能の付加きれた高

齢者対応型住宅に骸当するものであることを示している●

　有料老人ホームは、戦後、生活保墜法による養老施設がある‘ざか

りの時代、その対象外であって、行くあてのない経済的にtt豊かで

あっても身寄りのない高齢単身者のために、大都市とその周辺に生

まれた施設として始まった．その後、老人福祉法の制定にともなっ

て各橿の国庫補助による老人ホームが整惰されていく中で、まず、

厚生年金保験積立金還元融資及び国民年金特別融責によって公嘗の

有料老人t”一ムの設置が急遠にすすむ。本格的に民問による有料老

人ホームが開始されるようになるのltモの稜のことであり、　tgT4年

の厚生省社会局長遍知「有料老人ホームの殴置運営指導指針」、

1975年の年金福祉事業団、目本開発銀行による有料老人ホーム融資

制度の開始以降のことである。さらに、19SZ年に業界内で自主規制

‡静岡大学教育学部　助教授・家修 Assoc，　Pro∫●，　Dept．　of　Edvcationl　Shi2uok8　Uni甘．令　菖．110胞e　Eoo右
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をはかるための（社団法人）全箇有料老人ホーム協会が設立され、

tg90年代に入って前述した「設置運営指導指針」は全面改正された。

1994年6月1日現在、全国に計255施設（うち公営は4S）があるS」。

　本研究は、前述したような生活支援機能の付加された高齢者対応

型住宅の供給に関わって、15～20年先行して股置・運営されてきた

有料老人’t　’一ムの実績に学ぼうとするものである。本稿では、一っ

の民聞による有料老人ホームにおいτ開設後15年間t：　4回の入居者爾

査を実施した結果に基づいて、入居者概要と入退居動向を明らかに

することを目的としている。それによって、有料老人土一ムに限ら

ず、生活支援機能等の付加された高齢者対応型住宅一般の計画にあ

たって重要な基礎的知見が得られると考えた。

　2　研究の方法

　2－i　入唐者日牽

　　本研究で中心となる研究方法は、1979年4月に兵庫県内に開設され

　た一っの民間による有料老人ホームにおいて、褒iに示すよう；c、

半年後の同年10月、4年半後の1983年9月、11年半後の1990年9月、そ

　して15年半後の1994年11月に実施した4回の入居者圏査であるe4回

　の綱査はいずれの場合も、調査期聞中（4～5日）に在籍かっ入居者

が所在している全住戸を、調査員が訪問して調査依頼を行い後日回

収にまわるという、調査票留置法により実施したeただし、回答者

が高齢のため記入が難しいと判断された場合には、繍査員による聞

き取り瞬査も併用している。緒査票は各世帯に1通配布L、夫婦等

二人世帯の場合には「夫、または年長者」に回答をお願いした。ま

た、1～4次にわたるいずれの調査においても、特定の世帯を追って

いく追跡綱査ではなく、各時点に置ける当該有料老人ホーム入居者

の全体的な生活僚をとらえようという問題意識で一貫して掴査を実

施した。

2－2入居者田査回答者世帯の入退居動向田査

　前項で述ぺた1～4次の入居者掴査の回答者世帯にっいて、その入

退居の動向を明らかにするために、次のような調査を行なet－e

　まず、個々の回答者世帯について、各次簡査問の重複の実態から

大まかな入退居動向を明らかにできると考え、以下の二点に注目し

た。第一は、謹査結果の集叶にあたって個々の回答者世帯にっけた

固有の番号である。この番号として、あらかじめ対象有料老人ホー

ムの全住戸に対して設定しておいた住戸番号を、1～4次の鯛査の回

答者世帯に対して共通して用いτいた。第二‘ま、各次調査票におい

て、共適して尋ねていた世帯全員の性別・続柄と生年月日のデータ

である。これらのデータic注目することによって、各次囲査の回答

世帯の各隅査時点をポイyトとした入退居動向（入居パターン）を

かなりの程度まで明らかにしたeさらに、以上の調査忙よっても不

明な点にっいて｛t、・＋一ムの設置・運営者に聞き取り摺査を行なう

ことによって補i充した。

　次に、前回までの翻査の回答者世帯であってsその後の霧査時ま

でに週居が確かめられた世帯についてtt、同様にホームの設置・運

営者に対して、退居理由（死亡か転出か）にっいて聞き取り摘査を

行なった。

　以上の内、回答者世帯の各次緒査間の重複の実態を明らかにする

調査については、主として4次留査の前後に行なうた。また、設置・

運営者に対する聞き取り舗査は、4次調査時点にあわせて実施した。

　以上の結果、対象ホームにおける15年間の入退居に関して、計

293世帯のデー一　9を得ることができた。従って、本稿では、以上の

293世帯に関する基本属性と入退居にかかわる実態にっいて明らかに

する。

　なお、以上のような方法によって明らかにする入退居動向は非常

に限界のあるものになることが予想される。しかし、民間による有

料老人■一ムの入退居動1司は、まさに企業秘密に該当するため、本

研究で明らかにできる範囲でも貴重な基礎資料となることは間違い

ないと思われるeさらに、本稿で明らかにする293世帯の概要は、次

報以降で明らかにしたいと考えている有料老人ホームにおける入居

者の生活の変化に関する実態の前提としても重要であるe

Z－S　田査対象有料老人ホームの概要

　翻査対象とした有料老人ホームは、阪神間の高級住宅地の‘まずれ

に所在しており、前述した（社）全国有料老入ホーム協会に加盟し

ている。施設・設備やサービスの概要にっいて表2に示した。専用

住戸は250戸であるが、開設当初より着実に入居者を確保Lており、

15年以上経過した今日に至っても空室はほとんど無い状態を続けて

いる。1979年の開設以来、4次調査を実施した1994年までは増設等の

大規模な工事‘ま一切実施されていないが、1996年4月以降順次建て替

え工事をすすめることが計画されている6i。

　また、対象としたホームは、有料老人ホ．一ムの類型〒1でほ「終身

利用（同一施設内介護）型」に該当し、入居一時金を支払うことに

よって利用権を取得するタイプである。入居一時金の額は、1995年

4月現在において、専用住戸の規模に応じて一人入居の場合には

表1su査概要口内は、うち夫購二人世酬を＊t（各畦輪）

1次摺査 2次田査 3次国査 4次周査

掴査時期 19門年10月 1983年9月 1990年9月 1994年11月

実入居世帯数 195 245 249 244

回答者世帯数 114“η 146｛54｝ 1“｛‘9） 151伽）

申　1次問舌ば、東良女子大学京章学蘭住居学糾禍川朝和研究寛が行ったものであり、羅者ば阿閉究室

め大学薩生とLτ●加Lた・2次日斎陞、叢看の研究霊と阿崩川判和研究寛と合同で実施した．

表2　調査対象有料老人ホームの概要

設置ヨ…体

聞殴時期
敷地而栢

題築構遼

題簸延K而栢
共用施設について

併殴施設

専川屈寅について

．入屈官格

髄庫管剤サービス

介護サービス

その値のサービス

社会幅祉法人s
1919年4月
Sl．辞轟．8㎡

禁筋コンクリート違4階Pt　4　en、，1　M　ts　：棟

1†，6口．4㎡

共用部分傅面額6．607，1㎡

静養室、大食宜．喫茶富、担会童、大浴坦、和室広冊

サンルーム、ゲストルーム、図吉霊、相蹟室、ピリア

ード宜、理・蔓審＄、等

鵠痕所“9床）、特別費膜老人ホーム
32．1㎡一64．o㎡、250戸1

撮即1股婿：ナースコール、生活リズム監視装両等の安

全襲顧、電磁コンロ付li7チンユニ丁ト、給塙般備
曜房殴蘭、裕寵、津式1・イレ、寄

原岡としτ商60硯以上の方｛宍桶の場合は一一・方で司）

また、人魍時に億身の回りのことが自分で行える方
田内昔療所促て．El々の健痢帝理と、月1回の簡易貼

匝捗泰、年1回の定期牡庫詮壷（A剛ドづグ）を爽施
「介腰蕃準」に甚づき、露宣，冊養寮で獣堪に応した
介護サービスを行なう。（おむっ等の爽費、静謎富料

け自己負担；

投場・郵匝局への手続き代行、纏行tlsenサービスの他

各日生活支賜サービス｛有粁）打り

lU｝全岡杵祠老人ホーム陥倉鹿行「岬・百科老人＊一ふ入磨ガイF∬o．IS」日16郊4月胞行より
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2．670～5，360万円、二人入居の場合には3，770～6．460万円である。

なお、この額は1979年の開設当初は、約1／3（一人入居の場合には

980～2．100万円、二人入居の場合には1．　280～2．400万円）であった。

また、入居一時金の返還期間は180ヵ月（15年）間である。

3　入居者の概要

3－1入居者の基本的属性

　表3には、調査回答世帯の基本屈性を示している。サンプル数が

264という項目は、1次調査の調査票の不備のため1次調査のみに回答

した世帯（29）の結果が得られていないものである。

　まず、入居直前の世帯構成は、単身世帯と夫婦世帯がいずれも4割

強ずっを占めており、子どもと同居していた世帯は、未婚・既婚の

子どもをあわせても1割に満たないなど非常に少ないことがわかった。

　これに対して、ホーム入居時の世帯構成は、夫婦世帯が4割弱であ

表3　調査回答世帯の基本属性

男性m身1∪帯 22（7．5髭｝

女1側照｝世帯 153152．2駕｝人日助の
撃戟I帯情成

iN・293｝ 夫剛！棚． 109（37．2X）

その他二人ll1帯 9（3．隅）

m身世帯 口4（43．2x）

夫刷壁｛1｝ 109（41．3駕）

※婿子と岡居 3口．川人屈『〔前

撃健ﾚ摺成

iH・264） 頂婚子家族と間届 18（6．8駕）

その他 13“．9X）

不　明 7｛2．7幻

子どもはいない 139（47．4x｝

一　人 イ9（16．7x）

二　人 39（13。3駕）子どもの

L無と数
oH・293｝ 三　人 22口．5駕）

四人以上 22（’1．S駕｝

不　明 22｛7．5駕）

兵同（原 川5（392叱｝

大阪府 90｛30．7X）

その他の近畿地方 31（】O．6罵）

関克地力 24（8．2髭）

中部地方 目“』覧）人Pli質前

ﾌ屈｛t地
iN・293） 中1蜀地方 6（2．0幻

四国地方 1（o．3x）

九｛1｛地方 1（0．3竃｝

北而」ロ 1｛0．コ寓｝

不　明 10（3．4寓｝

一戸題てnち家 172（65之X）

分膿マンシ．ン 36｛13．6竃）

一戸題てm家 9（3．4％）

n賃マンシ．ン 18（6．8茎）前住宅の

蒲L形魍
iw・264） 給，yll三宅 8｛3．o幻

公曾・公m住宅 8（3。0駕）

その他 8（3．0：｝

不　明 5｛LgX｝

り、6割は単身世帯である。また、単身世帯では、その9割近くを女

性が占めていることが特徴である。

　子どもの有無にっいては、入居直前子どもと同居していた世帯は

1割に満たなかったが、子どもの有る世帯はそれほど少ないわけでは

なく、全体の約半数を占める。しかし、子どもが有る場合でも2／3

は「一人」か「二人」とその人数が少ないことがわかった。

　入居直前の居住地は、地元兵庫県が4割と最も高く、大阪府が3割

と続く。そして、近畿地方出身世帯をまとめると全体の8割に違する。

　前住宅の所有形態は、持家が8割弱を占めるなど高い。また、前住

宅は、持家を含めて集合住宅に居住していた世帯が25％を占めるこ

とも特徴である。

3－2　入退居の概要

　調査回答計293世帯の入退居の概要（入居パターン）について図示

したものが図1である。なお、ここで述べる入退居概要は、あくま

でも世帯単位の変動でありく世帯内の変動（夫婦世帯として入居し

たが片方が死亡する等）については最後に6で述べる。

　まず、293世帯の入居時期に注目すると、開設後1次調査までに入

居した世帯数は161（54．9％）、1次調査以降2次調査までの間に入居し

た世帯が48（16．4％）、2次調査以降3次調査までの間に入居した世帯が

66（22．5％）、3次調査以降4次調査までの間に入居した世帯が18（6．IX

）である。開設後15年半という時点までの入居者の入居時期は、開設

1次 2次
3次 4次

　　月　明‘領　　　　　　　　　　，月　　　　　　　　　　　　　　　　　咽

凡例・■1’・・Lt圃；；識国、1跳國，1雛ロ・sxn・・ロ‘咄

図1　調査回答全世帯の入退居概要
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されてから半年間の間である世帯が過半数を占めている。その後は

Z次聞査（4年後）までは年平均12世帯の増、3次調査（5～11年後）

までは岡じく年平均9．4世帯の増、その後4次掴査（12～15年後）ま

でtt年平均4，5世帯と、入屠世帯数は開設直後に集中し、その後は少

なくとも15年後までは急減しているe

　　これに対し、辺雇は．まず全体でみると、1次璃査以降2次踊査ま

での聞に1増帯（年平均4．・S）、欲調査以聞次駈までの問蹴世

帯（年平均5．9）、3次田査以降4次襲査まセの間に24世帯（年平均

S．O）である。特に2次踊査以降3次閣査までの間の退居数が多く、モ

の後4次踊査までの間はやや少なくなっている。入居の場合と異なり、

開設後15年を経過した時点までみた限りでは、退居が集中した時期

は認められない。

　次に、退居数を入居時期のグループ別にみると、開設後1次調査ま

でに入唐した世帯（161｝の場合、2次調査までの間に17世帯（年平均

4．・3）、その後欲爾査までの間c：・35世帯（年平均5・田・さらに欲

調査までの問にIS世帯（年平均4．B）と、全期間にわたって年平均4

～5世帯が退居するが、全体と同様に2次調査以降3次調査までの問の

退屠数がやや多い傾向が認められるDまた、1次璃査以降Z次腐査ま

での間に入居した世ms　（4S）の場合には、3次調査までの間に13世帯

（年平均1，9）が退居しており、4次据査までの間の4世帯（年平均

1，のより著しく多くなっている。そして、2次掲査以降3次囲査まで

のMCt入居した世帯｛66）で‘ま、4次掴査までの聞にわすか1（年平均

O．3）退居したにすぎない．

　さて、4次調査時sすなわち開設後15年半経過した時点で在籍して

いる204世帯について入屠時期に注目すると、開設後1次蟹査までと

いう世帯．は90世帯｛44，1出、1次調査以降Z次踊査までという世帯が

31｛15．2X｝、2次閲査以降3次四査までという世帯が65｛3L　9X｝、3次調

査以降4次鷲査までの世帯が18（8．SX）である口はじめにみた本調査回

答者世帯、計293世帯の入居時期の構成と比較すると、1次調査まで

衰4　入居時期別にみた入居理由　｛1）子どもとの同居にっいての考え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛〕内St％

■量嵐鼻1ぽ国
｡富で■人■
@　胆・11帥

P旗問■鰭即

1次皐筒欲軒蒼
驍ﾅに入■
@　1目11‘，

P欺時傭口｝

欲馴剛ぽ■査
Xτに入■
@　‘日・‘2｝

Pポ国葺曽媒，

歌自■4捷田麿
xでにλ■
@　｛日・‘叩

g次■寮曽釦

子ど楓‘咋い印で畠宜り考えたこと

ｳ電い ‘’佃，帥 廿伽．n 甜m，‘｝ ，帖・．．）

子ど‘引・τ‘、で●4●り■宜L
P■しτ直蜻しτい■か、 剛”．オ， 11t1・．帥 “田」｝ ●1婁1．3ハ

手ど‘京■陪■日壱か討た4ない
11‘龍帥 1●‘21．‘ハ ”「41．1｝ 6臼，．・，

手ども章首と陶口すれば何か±由f昏

GLいoで．現■がよい ロ12●．帥 　　　　．V伽．4， 11旧，1） 叩，’，）

■■で』量｛τ杵■臼L，†‘噛己

ｹ事よい ‘訓11、帥 5｛ロ．，， 5川．帥 5‘1，．．）

子ξも吐いτも、仕事●■■で■｛匡

Zんでい■■で亀■■■考4島れ雄い 富｛，，9， 1‘5．‘｝ 1（‘．1） 1“，“

竜田目．子，■匡■，“τ杵6†●軍

謔｢ 1fl，4｝ 回‘．●｝ ● 4出．1，

■ば中●で■■ぱ号え6れ電い
工‘4．‘1 1n．●｝ II1．・， ■

いf“膚■に向れば．子ど‘霞■は■

｡●轟τもい・±い 4“．” ■ 2“．4ハ 問‘．7｝

釦1い●デ，イ’・争一書守れ‘庄宅で

〟gば．■■Lτ‘よい ・口．1｝ 11Lll ’‘1，●ハ ●

巳■智が亡｛なhば、子ど』±■■し

p． 2｛1、1｝ ■ 1‘1，1， ●

奇でも．で●“頃手富島と綱■Lたい

ﾆ■曇 4t乱●， 1（τ．‘1 ■ ●

牢入■時期別04グループ間で有意差検定を行な，た結果・ P｛●．oo　1で有阜差あり
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表5 入唐時期別にみた子どもの有無と、宵晶場合の早均蝕　　｛｝内巳覧

■置息担1ぽ■

｡1でにλ田
@　佃・114ハ

g次田書口向

’次口■量眞■葺

Cでにλ書
@　‘書・，帥

Pぽ■賓鰭勲

欲ロロ1旗■壷
曹ﾅに入■
@　但1‘2）

ｽ次田筆皓m

眠馴口4虞■■
xτ記入口
@　埠11‘｝

�{陸責轄副

手ど‘Oいない書帯首と割倉m 5●1・7．41 川41、4， ］■価．‘｝ ●1　．4，

子ど‘か唱唱倉め早悔人固A1 1，口 L射 1．15 3．・o

畳6　入居時期別にみた入居理由 （2）当有料老人ホームを選んだ理由

　　　　　　　　　　　o内は粥

開佐臥障1次■
ｸ皇でに人居
@　｛日引o）

o歌詞蓋縮菓｝

1次以腎2次●壷

ﾜでに入■
@　但・“｝

o2次口蓋轄皐，

1次以筒1次問書

ﾜでに入■
@　｛目・5コ，

P次■壷祐劇

亭リスト教の施腔だから
2川‘．D 16｛21．・｝ 12口．1｝

病辞や特別壁漠老人由一ムを博ってい

髓c体の琶営だから ‘日，・．n 10（27．帥 15伽．帥

富bりo自鱈田填がよい
7‘佃．1） 15【41．η “｛13．1）

交過o榎がよ」、
‘4｛叩．2） 11t41．2） “｛50，0｝

官培餌訪ねや†い場所にあ6から
Z川25．5｝ 10｛21．田 12（13．1｝

生活に必聾な■外●■施殴まで、比較

I梗餌よいから 3‡“o．o｝ 11‘”．‘1 19｛35．帥

立壇す島埴蟻になじみが島暑から
21（1，．1｝ 7｛1・．4｝’ 13〔25．旬

文化的な珂境だ由ら
†（6，4， 2（5，6） 聞1．帥

看■蝿やヘルパーカrいるから
52｛41．‡〕 14｛38．●｝ 2‘帖o，o，

欝世め瞭療所があ6から
”｛“，，） 1田44←4） ．5“†．3）

いざという時に対応Lてくれ晶と恵苧

ｽから T‘1“，1｝ 1甘（52、帥　． 341‘5．4）

倉！「付●だから

‘駅5・．11 15｛“，41 田旧．‘）

泉■施設由rあ番から

口｛9．n 1臼．‘｝ 5（9．‘｝

甫庄宅に比べると、当ホーム◎層宣の

Yうが庄みやすいから 5｛4．の 1｛2．帥 1“．9）

他に連当な有輯老人ホームがなかつた

ｩら 17（15．51 2｛5．6〕 5（9，帥

モo値
1訓11．1） 1｛1，．41 川3．51

杜居喘別の9グループ間で有鯉検定を行なっ崩熟有鯉1堤めら櫨か姥

表7　入居時に抱いていた有料老人ホームにおける生活像

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1｝内gt　M

開世以降欣闘 1次以轟欲斑白
’ぼで1二入同 霊でに人犀

｛昔叫川 t置13引

［オ次西“1帖始 12次」月吉帖勘

つ島あ～・を薫智強い8血f，マイペーエで生括Lたい

5‘川、‘｝ 241“，1，

中守と仕事や手冑てから解故8れたのだから勺奇篭日．
峙書ロこと｛陸味．瞭行等］に打ち込みたい 訓（書o．11 H21．ま｝

中，と仕事司F子官τから解敏書れたoだから、吟脚」、

口んびりと気頚な生話を遇りたい 2別1‘．4｝ ‘u6．η

■世代O人が多く鰻富㊥τおり、話相手中仲間がで島晶

Oで、皆で南しくすごLたい “胞，．61 215．帥

椅ち章を処5｝Lたお金で、老篭モ轟しく聾らしたい

1911，．31 1臼2．2ハ

老債は、若い人壇と規れて、老人だ曜で静かに杵らした
い 川1L刊 4111．1）

＊人患叶廟別の2グループ聞で有意豊犠定壱行なった拍集、，CO．　Olで有皐鰻あり



に入居した世帯の減少が著しく、代わりに、2次掴査以降に入居した

世帯の割合の増加が顕著である。

4　人居理由と入居時の年齢

4－1　入居理由

　ここでは、有料老人ホームへの人居理由に関して、高齢期に子ど

もとどの様に住みたいと考えるか、当該有料老人ホー一ムを遇んだ理

由、そして、人居時に描いていた有料老人ホームにおける生活像と

いう三点にっいて尋ねたeこれらの結果にっいては、入居時期別に

比較し、有意差検定を行なうことによって考察を深めたいと考えた。

　まず、高齢期に子どもとどの様に住むかという問題については、

表4に示すように、入居時期にかかわらず「子どもはいないのであ

まり考えたことはない」「子どもはいても、できる限り自立し、別

居して生活していきたい」を選んだ割合が高い。ただし、後者を遇

んだ割合は、入居時期が｛麦になるにっれて高くなる頼向が認められ

た。また、裏5にはs参考のために入居時期別にみた子どもの有無

と人数を示したが、入居時期が後になるほど、子どもの無い世帯は

減少し、子どもが有る場合の人数も増加する傾向が認められた。こ

のことは、表4に示すように、2次調査以降3次調査までの間に入居

した世帯における「子どもはいないのであまり考えたことはない」

を選んだ割合がやや低いことや、「子ども家族に世話をかけたくな

い」を選んだ割合が高いことに反映していると考えられる。また、

3次調査以降4次調査までの間に入居Lた世帯の場合に、サンプル数

がISと少ないものの、「別居でも、近くて行き来しやすいところが

よい」や「老後は、子や孫に囲まれて暮らすのがよい」についての

支持が高いことにも、入居時期が後になるほど子どものある世帯が

増加していることが反映していると考えられる。

　以上のように、子どもとの住み方にっいての考え方は、基本的に

は開設後年数を経るごとに、新規入居者の子どもからの自立志向は

強まるものの、同時に子どもの有る割合が増え、「別居でも行き来

しやすいところがよい」等を選ぷ割合も上昇する等変化のあること

がわかったe

　これに対して、当該有料老人ホームを選んだ理由に関しては（表

6）、人居時期による有意差は認められず、主として「併設の診療

所があるから」「いざという時に対応してくれると思oたから」と

いbた医療や緊急時の対応と立地に関すること（「まわりの自然環

境がよい」「交遇の便がよい」）が重要であることがわかった。そ

の他、「食事付きだから」「看護婦やヘノレ・・一がいるから」、さら

に経営主体の安定性や宗教をあげるものも少なくない。

　入居前に描いていた有料老人ホームでの生活像にっいては、表7

に示すように、入居時期にかかわらず「っきあいを無理強いされず、

マイペースで生活Lたい」についての支持が最も高い。しかしなが

ら、開殴直後に入居した世帯の方が後になって入居した世帯より、

有料老人ホームにおける積極的な生活の側面（「同世代の人が多く

集まっており、話相手や仲間ができるので、皆で楽しくすごしたい」

「やっと仕事や子育てから解放されたのだから、今後は、好きな事

に打ち込みたい」）を描いていた割合が高く、有意垂が認められた。

　しかしながら、入唐理由、中でも子どもとの住み方や＊・一ムでの

生活像に関して入居時期による差異が認められたことは、一っの有

料老人ホームの開設後の時闇の経過によるものなのか、あるいは、

有料老人ホームという老後の居住璃境がわが国においτ多少とも9

及した結果によるものなのか、本掴査結果だけで判断することはで

きtいe

4－・Z　入居時の年齢

　次に、入居に関わって、入居時の年齢に注目するeただし、今回

の簡査では、入居時の年齢それ自体ではなく、各次塙査の直前の期

間に入居し、かつ回答した世帯全員の、掴査時における年齢を「人

居時の年齢」として捉えていることを、まず断わっておかねばなら

ないett　tて．図2には、1～4次にわたる各翼査1時において、モの

直前の誕査以降に入居し、かつその時の据査に回答した世帯全員（

夫婦等二人人居の場合は同居者についても生年月日を回菩してもら

うた）の年齢構成を示したoこの轄果をみると、開設後、時間を経

るごとに斬規入居者の年齢構成が高齢化していることh｛明かであるe

それでも、15歳以上の後期高齢者とそれ未檎の前期高齢者で分ける

と、2次屑査時点までの新規入居者は、1まぽ3言1であったeしかし、

2次調査以降大幅に高齢化し、最も新しい3次踊査以降4次摘査までの

入居世帯の年齢構成‘t、前述した後期高齢者と前期高齢者の比率が

ほとんど逆転するほどの結果である。

　また、入居時年齢の度化を平均年齢でみると、1次鱈査まで；e入居

した場合には69，6歳、2次隔査までに入居した場合には70．S歳、3次

調査までにλ魁端合には甲歳・欄蛙でに入居し端合に
lt76．　4歳と、やはり2次踊査以降に入居した書の高齢化が著しい．

　さらに、以上の人唐時の年齢構成を、各踊査時点における全回答

者世帯全員の年齢構成（図3）と比較してみると、ほぼ岡楳な傾向

を示Lていることがわかった。すなわち、開股後鱒間の経過ととも

に当初入居した者は高齢化するが、その後の新規人居者の年齢揖成

も、モれに合わせるような形で同様に高齢化するというわけである。

ただし、平均年齢で比較すると、Z次N査以降、いずれも回答者世帯

全員の平均値は新規人居者より1～2載高いe

　以上のような、設置後年数を経るごとに人居者の人居時年齢が高

齢化していくという実態は、（社）全国有料老人・Pt一ム協会が行な

った調査による、開設後5年以上を経過した当協会会員ホームを中

心とする4S施設、計ε，3Z6名の入居者の傾向からも認めることtsでき

9｝、有料老人ホーム人居者の一般的な傾向といえる。ただし、この

先行研究では大量細査で信頼性は高いものの、ほぼ5年間の変化を

明らかにしたにすぎない。本研究では、15年間を見通すことによっ

て、特に開設後4年半以上を経過した後の新規入唐者のなかに、後期

高齢者が急増することを明かにする1とができた。

5　退居理由と退居時年齢

5－1退居理由

　次に、回答者世帯四3世帯中、開設後IS年半の間に退居した計89世

帯の、退居理由にういて明らかにする。ただし、ここでいう退居理

由と‘t、踊査方法のところでも述べたように、4次綱査時点において

ホーム管理者に尋ねたものであって、死亡か転出かということしか

明かではない上に、2～3次踊査間の退居世帯を中心忙不明のケース

も少なくない。ここで、転出とは、自宅へ帰，たり、子どもの家や

他の有料老人ホーム等へ移ったりというものである。夫婦等二人世

帯の死亡による退居とは、それ以前に一方が死亡しており、さらに

残っていた一人も死亡した時点においてカウントしている。また、
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夫婦世帯で一方が死亡後、直ちに他方が転出したケースが1例あった

が、この場合の退居理由は転出として捉えている。

　fi　8には、入居時期と退居時期別に、退居理由ごとの退居世帯数

を示した。

　　まず、調査期間中の退居世帯全体をみると、開設後4年目までの退

居世帯数はその後の期間と比較するとやや少なく、その理由も転出

が多い。その後は、転出による退居が減少すると同時に、死亡によ

　る退居が増加し、全体として退居世帯数は増加する。退居世帯全体

の退居理由は、不明を除くと転出28（40．OX）、死亡42（60．　ex）という

分布である。

　次に、入居時期別に退居理由に注目する。開設後1次調査までに入

居済みの161世帯では、15年後の4次調査までに退居したのは71世帯、

44．1％を占める。この間、退居はある期間に偏って発生したわけで

はないが、退居理由は退居までの入居期間によって大きく異なって

いる。すなわち、1～2次調査問に退居した世帯では1・7中12世帯が転

出による退居であったのが、その後死亡による退居が増加し、3～4

次調査間では19中17世帯までが死亡によるものである。

　これに対して、1～2次調査問に入居した48世帯では、4次調査まで

に17世帯、35．4％が退居しているが、この間の退居理由は退居時期

によって大きな差異は認められず、死亡と転出がほぼ半々を占める

という結粟である。さら．に、2～3次調査問に入居した66世帯では、

4次調査までには死亡による退居がわずか1世帯（1．　5％）という結果で

ある。

　以上のように、退居理由は、入居の時期や退居までの入居期間に

よって傾向が異なることが明らかになった。これは、先にみた入居

時年齢構成が入居時期によって異なっていたことと関わっていると

思われる。

5－2退居時の年齢

　退居時の年齢にっいても、入居時のそれと同様にそれ自体ではな

く、その次の調査時点までに退居してしまった回答者世帯全員の年

齢のことである。その構成にっいて、図4には転出か死亡かという

退居理由別に示した。その結果、死亡による退居の場合には直前の

調査に回答した世帯が少なくサンプル数が小さいが、まず、転出か

死亡かという退居理由の違いによって年齢構成が著しく異なること

がわかった。転出の場合には70歳未満が過半数を占めるのに対して、

死亡の場合には75歳以上が8割近くを占めている。平均年齢をみると、

転出の場合は69．5歳、死亡の場合は78．5歳であり、その間には9歳の

差がある。

　転出の場合の69．5歳という平均年齢は、1次調査までに入居した世

帯の入居時の平均年齢（69．6歳、図2参照）とほぼ同様であった。こ

の年齢は、有料老人ホームという新しい環境へ出入りできる平均的

な値と言えるのかもしれない。また、死亡の場合rp　78．5歳という平

均年齢に対して、先に図3でみたように4次調査の全回答者の平均年

齢（78．1歳）が近似していることから、ここ数年の内に入居者の多く

が死亡退居する司能性が予測される。

6　入居継続世帯の世帯内変動

　さて、本調査回答計293世帯のうち、5でみた89世帯を除く204世

帯は4次調査時に継続入居していた。しかし、世帯として継続入居し

ていても、夫婦等の二人入居世帯の場合には片方が亡くなっている
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表8　入居時期、退居時期別にみた退居理由と退居世帯数

　　　　　　　　　　　　　　（）内は、うち夫婦等二人世帯散（入居時点）

　　　　　　退居時期

?曙ﾗ期

1次開i庄以後

Q次開査まで
ﾌ退居世帯

2次調査以後

R次田賓まで
ﾌ週居世帯

3次閣査以後

S次田賓まで
ﾌ退居世帯

合　　試十

開殴後1次闘wまでに
?渚ﾏみの世帯
@　計161（ε9泄帯

死亡　5《O）

]出　12《6）

s明　　oω）

v　1？（6）

死亡　13｛5）

]出　7（3）
s明　15（6）

v　35｛14）

死亡　17｛4）

]出　1“｝
s明　　1ω
v　19（5）

死亡　35《9）

]出　20（10）

s明　16（6）

v　71｛25）

1次踊齋後2次閣査ま
ﾅに入居済みの世帯

@　計48（1η世帯

死亡　4（1）

]出　6ω
s明　3ω）
v　　13（3）

死亡　2（D

]出　2ω
s明　0｛ω
v　　4（3）

死亡　6（2）

]出　8ω
s明　3（0）

v　17（6）

2次閃i匿後3次調査ま

ﾅに入居済みの世帯
@　計66（27）世帯

死亡　　1（0）

]出　0（0）

s明　0（0）

v　　1ω）

死亡　1（0）

]出　o（o）

s明　0（0）
v　　】（0）

合　　冒十
W†293（113）世帯

死亡　5ω）

]出　12（6）

s明　0ω）
v　17（6）

死亡　17｛6）

]出　13（5）

s明　18（6）

v　48（17）

死亡　20（5）

]出　3（3）
s明　　】（0）

v　24ω

死亡　42（1D

]出　28（M）

s明　19（帥

v　89（31｝

転出（N・34）
平均年齢69．5歳

死亡（N・29）
平均年齢78．5歳

％　1ee

図4　退居理由別にみた退居直前調査時に
　　　おける回答者世帯全員の年齢構成

［コ59磯以下

囮嗣歳厄iコ65－e9歳

唖70－7d歳
宣ヨ75・・？9歳

囲8E｝－8d歳

囲85創上
口不明

一6一



可能性がある。この結果について、入居時期別に示したものが図5

である。

　夫婦等二人入居世帯の4次調査時点までに起こった世帯内変動（片

方の死亡）は、1次調査までに入居した場合には44中24世帯（54．5％）、

1次調査以降2次調査までに入居した場合には11中6世帯（54．5X）、2次

調査以降3次調査までに入居した場合には27中8世帯（29．6％）で生じて

いることがわかった。やはり、全体としては、入居後の期間が長い

程変動の割合が高くな・る傾向が認められる。また、その内容をみる

と、夫婦では36中33（91．7％）が夫の死亡であり、結果として女性の単

身世帯の増加につながっている。

7　結　論

　生活支援機能の付加された高齢者対応型住宅の先行事例といえる

一っの民間有料老人ホームにおいて、開設後半年、4年半、11年半、

15年半の計4時点において入居者調査を実施することによって得られ

た計293世帯に関する基本的属性と入退居動向にっいて検討した結果、

以下のような知見を得た。

（1）293世帯の入居直前の世帯構成は、単身世帯と夫婦世帯がいずれ

も4割強を占め、子どもと同居していた世帯は1割にも満たなも㌔

ホーム入居時の世帯構成は、夫婦世帯が4割弱、単身世帯が6割で

あり、単身世帯のほぼ9割は女性である。入居直前の居住地は、地

元兵庫県が4割、計8割は近畿地方で占められている。

（2）293世帯の入居時期に注目すると、過半数が開設後半年以内と開

設直後に集中している。そして、この時期に入居した人の入居時の

平均年齢は69．6歳と若い。しかし、293世帯のうち開設後15年半経過

した時点で継続入居している世帯は204世帯であり、このうち、開設

後半年以内に入居した世帯の占める割合は半数以下である。また、

これらの世帯は継続入居であっても、夫婦等二人世帯では過半数で

主として夫が死亡しており、その分女性の単身世帯が増加している。

（3）入居者の約半数には子どもがあるが、自立意識は強い。開設直

後の入居者の場合には、有料老人ホームでの生活を「仕事や子育て

から解放」されたと積極的に捉えていた者が多いが、その後年数を

経るにっれて、子どもの有る入居者が増えるとともに、「別居でも

近くに住みたい」という人も増え、また、有料老人ホームでの生活

についても「マイペース」を重視する傾向が一層強まる。

　他方、対象としたホームを選んだ理由としては、入居時期にかか

わらず、医療や緊急時の対応と立地条件（自然環境と交通の便）が

重視されている。

（4）（3）の前半で述べたような入居者の意識や実態の変化は、有料老

人ホームという居住形態が開設後の時間の経過とともに少しずっ一

般的な高齢者にも広がりっっあることによると同時に、入居者の入

居時年齢が開設当初と比べると次第に高齢化することによると考え

られる。入居時年齢の高齢化は、各次調査時点の回答者世帯全員の

年齢構成の変化とほぼ同様な傾向であった。

（5）開設後15年半という期間内において、298世帯中89世帯が退居し

ている。この間の退居は、特に集中した時期は認められなかったが、

開設後の年数の経過とともに徐々に増加傾向にある。退居理由は全

体として、おおよそ転出4割、死亡6割という分布である。しかしな

がら、退居理由は、その世帯が開設後いつの時点で入居したか、そ

して退居までの期間の長短と強く関わっている。入居時期が開設直
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図5　入居時期別にみた4次調査時入居継続世帯の世帯内変動

後であったグループでは、入居期間が4年以下と短い場合には転出が

多く、11年以上に及ぷ場合には死亡がほとんどである。また、入居

が開設後4年半以降の世帯では、転出による退居は皆無であった。

　退居時の年齢は退居理由によって著しく異なっており、平均年齢

でみると、転出の場合には69．5歳、死亡の場合には78．5歳である。

以上の死亡の場合の平均年齢を考慮すると、4次調査時点の全回答者

の平均年齢78．1歳から予測されることは、4次調査後、ほんの数年の

間に多くの入居者世帯が死亡退居することである。

（6）（5）で述べた退居までの期間についての実態から、対象としたホ

ームで定めている入居一時金の返還期間の15年という期間は、ほぼ

妥当なものであるといえよう。しかし、1996年4月（開設後17年目）

以降実施が計画されている建て替え工事にっいては、ちょうど入居

者の大量な入れ替え時期に当たる。この時期に建て替え工事を実施

することは、経営・管理的な立場からは最も適切とも考えられよう

が、継続入居者にとっては、ようやく慣れ親しめるようになった環

境が、本格的に弱ってきた時期に激変するということで、大きな精

神的なショックにっながる可能性が考えられる。建て替え工事は慎

重にすすめられねばならない。

　本研究を進あるにあたり、回答して下さった有料老人ホームの入

居者の方々をはじめ、設置・運営に関わってこられた職員の方々に

も大変なご協力をいただいた。記して心から感謝申し上げる次第で

ある。
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AGtNG　l996一春号、エイジング総合研究センター、　p．23

和田　勝（1生省大臣官房審摸官・高齢者介護対策本部事務局

　「介護保険制度にっいて」Aa1NG　1996一春号、エイジング緯合

5）　厚生省老人保健幅祉局長私的諮問機関「有料老人ホームの健全

　育成及び処遇の向上に関する検討会」報告書1995年3月、

　出典：（社）全国有料老人ホーム協会「re；ユーX」Vol．2T、

　1995年6月発行

6）　シルバー新報　1996年Z月25日

7）大臣官房老人保健橿祉部長適知「有料老人ホームの設置運営指

　導指針について」199i年3月28日、別表1

8｝以下の資料から、入居年ごとの入居者の年齢（入居時点）を再

　集計した拮果、198e年までの入居グループで1ま65歳未満が約3割、

　75歳以上が3割弱を占めていたのに対し、その後次第に高齢者が

　増加し、1991．92年入居グループでは65歳未満が15X弱、？5歳以上

　が約4割を占めるという桔果が得られた。　（資料：（社）全国有

　料老人ホーム協会『有料老人ホーム介護サービス及び費用に関す

　る鍋査研究報告書』1993年ヨ月）
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第二章一民間有料老人ホームにおける職邉
　　　　　　　　　15年間の入居者の生活の変化
　　　　　　　　　　　一一その1　健康状態・通院と外出行動・趣味一

1　はじめに

　本章では、高齢者向けの住宅、居住施設の一つの先行

事例である有料老人ホームを対象として、算一章で明ら

かにした入退居状況をふまえっつ、入居者の生活（健康

状態・通院と外出行動・趣味）が開設後15年間にどのよ

うに変化していくのかについて明らかにすることを目的

としている．

　一般に、変化を明らかにするための研究方法としては、

「A．記憶によって過去にさかのぽる（史的回想法）、B．

一時点の調査資料を変化の各段階のあらわれと考える

（「k断分析法）・c洞一対象を甜詞査する（反復面接

法）があるが、Aは信頼性に欠ける面があり、　Bは必ず

しも変化をとらえられず、Cが最も信頼できるものの、

資料収集が困難」1）と考えられている。　本研究では、基

本的にはBの横断分析法によって15年間に4回の入居者翻

査を実施したが、1～4次の計293の回答者世帯について、

第一章の入退居状況をふまえることによって、各調査時

期をポイントとしてどういう入居状況にあったのか（入

居パターン）、また、各次詞査へg｝回答状況（構査パタ

ーン）を明らかにすることができた（表1）。その結果、

本翼査では計面的に追跡田査を行ったわけではないが、

Cの反復畦劃二よる萌鯛詩齢（すなわち、Ul

に示す入居パターン、鯛査パターン共に「1」）か26世

帯あることがわかった。さらに、表2のような各次の掴

査回答者世帯の入居パターンの分布から、1～4次の■査

にすべて回答しているわけではないが、1…　4次間査の行

われた期間中を通して入居していた回答者世帯が、1次鯛

査で55世帯、2次調査で68世帯、3次爾査で翻世帯、4次調

査で61世帯あることもわかった．これらの世帯の「変化」

は、サンプル数としてやや小さい前述の反復国査法によ

る26世帯の「変化」についての考察を補完するものと考

えた。

　したがって、本研究においては、　「変化」を捉えるた

めに、各次廟査の回答者世帯全体の変化（横断的変化）

とともに、各次問査回答者世帯の中でも入居パターン、

閥査パターン共に「1」である26世帯の変化（縦断的変

化）．調査パターンは「1」以外であるが入居パターンは

表1入居パターン． 調査パターン別にみた鯛査対象数 衰2　入居パターンごとにみた、各次寓査の回答者世帯数
1 2 3 4 6 6 7 8 9 Io 11 12 13 14 15　　　　　田

@　　　　蓋
@　　　　パ1次
@　　　　タ　　．

@　　　　12次
u　　　ン
@　　　　　3次
?潤fり一ン

@1次欲歌4次

入眉パターン

P次2次故4次
　1次■査

�Q看世帯
　2吹■査

謫嚴ﾒ世帯

　訓曳■査

��ﾒ世帯
　4次閤査

b苓者世帯

ooOo oOo× ooκo o翼oo
翼OOO

Oo×κ o×o苫
ox×o xoox xoxo x×oo

O貰箕x

xoxx x冨ox 買冥κO

o：

?{

?@：

v施
ｹず

j

1 O　O　O　O 55く2丁｝ 68（34， 60｛30｝ 61く36｝

2 o　o　o　翼 15 14 8
一

1 Oo　o　o 蕊 ， ‘ 3 10． 1． 2 2 4 4 7 1 4 o ‘ go
3 O　O　x　× 2〒 28

一 一

2 ooo　× ．

5 1 1 o ε 2 1 1， 4 O　x　x　x 17
一 一 ■

3 OO　翼　罫 10 †
’8

3‘ 5 ×　O　O　O 一 22 26 21
4 o　κ　．寓　翼

11 17

5 x　o　o　o 14 4 2 4 2

6 ×　o　o　￥ 一 1 3
■

4 1 31

6 冥　O　O　x 0 1 3 4

7 x　O　x　x 一 13
一 ■

？ x　．o　翼　試
13 閥

8 x　x　o　o 一 → 51 51

8 x　翼　OO 3†　・ M 14 ‘5 9 翼　買　O　× 一 一 1
＝

9 ×　詫　O　x
．

1 1 10 x　x　x　o 一 一 ■ 18
10 貰　冥　x　o 11 18

o：入居中　　　計
O：人趨中　　計 嘉 14 4

114（47｝ 146（54） 149ζ刷 151（27）
2 14 3‡ 3 2 皐 5 仙 “ 30 24 ” nl

⇔中の数宇は、う ち入居当初より一人世帯であった者の数を示す
《　）中の数字1オ、うち入居当初より一人世帯であ●た者の敏を示すζ　）中の数字は、うち各■査時点においτ夫靖等二人世帯であった殻を示す
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「1」である世帯の変化（準縦断的変化）の3通りの変

化を相互に比較しながら明らかにすることにする。

　なお、本章において明らかにしたいと考えている健康

状態・通院と外出行動・趣味といった内容の変化は、個

人単位に明らかにするべきものである。本研究における

調査の「世帯に1票、二人入居の場合は夫、または年長

者に回答を依頼」という方法では、先に記した世帯のう

ち、さらに「当初から一人入居の世帯」に限るという手

続きが必要になる。以上の結果、本章においては、横断

的変化をみたサンプル数は、1次調査で114、2次調査で1

46、3次調査で149、4次調査で151である。ここでは二人

世帯の場合、回答者についてのみの結果である。縦断的

変化をみたサンプル数は14である。準縦断的変化をみた

サンプル数は、1次調査で27、2次調査で34、3次調査で3

0、4次調査で36である。

2　加齢と健康状態の変化

　2－1加齢状況

　加齢の状況を平均年齢でみると、縦断的変化では、1次

調査時62．8歳、2次調査時66，8歳、3次調査時73．8歳、4次

調査時78．0歳と、当然のことながら15年間に15歳直線的

に高齢化している。4次調査時の若干のずれは調査月の迫

いによると考えられる。これに対して、横断的変化では、

1次調査時71，1歳、2次調査時72．8歳、3次調査時77．1歳、

4次調査時78．9歳である。15年間に平均年齢は7．8歳高齢

化している。この値は、一章でみた回答者世帯全員の平

均年齢のより1～2歳高いが、二人世帯の回答者として

目ゆ（

表8　園内診療所の概要

健康保険が利用可能であり、入居者ばかりでなく周辺地域の住民の利用も可能で

ある。

1979年1次調査時：診療科目は内科、神経科で、診察日は月、火、水、金、土曜

の週5日である。専属医師1名、24時間常駐…吾護婦1名。入院ペッド16。

1吹

㌍

3改

4次

　　　　縦断的変化
口　　　　3“　　　　《餌　　　　“1

∴㌻言言治蕊
＼

で言三懸織蕊
紅三ご簗言逗ご撚言　　　　　　　　　　　．●A

”　　㌻せご曇　　　∵こ’」一’ニニ」・

1ぴ

2吹

3改

4鼠

1

a院箪

》（

　　　　　損断的度化

“　　　　　‡口　　　　 4es　　　　口　　　　　8：　　　　let：

1次

2∂t

3改

4∂ζ

　　　　準縦断的変化

tT　　　　3a　　　　4訓　　　　6仇　　　　1寵　　　　le3竃

凡例
口非常によい

o鼠い

ロふつつ

ロやや悪い

田非常に悪い

田わからない

■不明

図2　健康状態の変化
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「夫または年長者」をお願いしたことから必然的な結果

である。

　以上の縦断的変化と横断的変化の各次調査時点の値の

差について注目すると、1次調査時には8．3歳の差があっ

たものがその後次第に縮まり、4次調査時には0．9歳の差

である。以上のことから、まず、開設直後に入居した者

のうちでも、その後15年間入居を継続した人々は、入居

時年齢が入居者全体の平均年齢より5～7歳は若いという

ことがわかった。また、彼ら15年間入居継続した人々は、

入居後15年目にしてようやく居住者全体の平均年齢（78．

1歳、第一章、図3より）にほぼ等しくなる。以上のような

縦断的変化や横断的変化をみるための調査回答者に認め

られる平均年齢の差は、以下で検討していく様々な側面

における変化の背景として、踏まふまえておきたい。

　2－2健康状態の変化

　健康状態の自己評価結果についての変化を図2に示し

た。自己評価の段階は、1次調査では3段階（良い、普通、

悪い）、2～4次調査では6段階（図2の凡例に示す）で

ある。同様に6段階で尋ねた2～4次調査結果の間での有

意差の検定（カイ自乗検定）をおこなったが、いずれの

変化についても差は認められなかった。しかし、縦断的

変化、準縦断的変化においては、　「やや悪い」　「非常に

悪い」割合は調査時期が後になるほど増加している。こ

れらの変化ではサンプル数の少なさによって有意差が認

められないものと考えられる。

改改

改ぴ

》a

鼠改

4戻

　　　　縦断的変化
口　　　　za　　　m　　　　図5

　　　　検断的変化
但　　　畑　　　4お　　　‘餌

96

1改

2氏

氏改

　　　　準縦断的度化

Pt　　　t試　　　4謎　　　駁5　　　担

凡例

図4　通院頻度の変化

60

e40

20

ロほとんど毎日

O週2・3回

O週1回

O月2・3回

m月1回

m月1回以下

ロ通院なし

■不明

‘㌔　　㍍ ☆　　よ

ほ　合　　itk　ほほ　註　　言　合

3　通院状況の変化

　3－1通院率、通院頻度の変化

　通院状況の変化をとらえるために、まず、園内診療所

（概要については表3に示す）とその他の病院（入居前

から係っている、あるいは診療科目や診療内容の関係で

園内診療所では受診できない科目の設置されている阪神

地域を中心とする病院）に分けて、各調査時点で通院し

ている割合について、図3に示した。各々について縦断

的変化、準縦断的変化、横断的変化における、1～4次調

査結果の間での有意差検定をおこなったが、いずれの変

化にっいても差は認められなかった。しかし、特に「園

外の病院」については、縦断的変化、準縦断的変化にお

いて、特に2次調査以降の上昇傾向が認められる。健康状

凡例 縦断的変化

Mほ断的変化

横断的変化

図5　診療科目別にみた受診割合の変化

態の変化と同様に、サンプル数の少なさが有意差の認め

られない原因と考えられる。

　次に、通院頻度の変化にっいて注目した（図4）。3

通りの変化の内、横断的変化については、明かな有意差

（0．1％以下の危険率）が認められた。　2次調査以降「月

2，3回」が急増するとともに「月1回」以上という者も増

加し、「月1回以下」「通院なし」の者は減少している。

縦断的変化、準縦断的変化にっいては、これまでと同様

にサンプル数の小ささゆえか有意差は認められなかった

ものの、横断的変化と同様な傾向が認められる。
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　3－2診療科目別にみた受診割合の変化

　通院状況について、診療科目別に受診割合を明らかに

した。調査票では、図5に示した内科、眼科、歯科、整

形外科以外に、外科、耳鼻科、皮膚科、針灸等も加えた

が、4次調査の値でも受診割合が1割に満たない科目につ

いては図示していない。

　図示した内科、眼科、歯科、整形外科について、横断

的変化においてはいずれも有意差が認められた。なかで

も内科は、1次調査時においても約2割が受診している上

に、その後の上昇が顕著であり（危険率0．1％）、4次調査

時には4割に達している。また、整形外科の受診率は、

1次調査時においては1割に満たなし・ものの・その後上昇

し（危険率1幻、4次調査時には2割に近くなる。眼科と

歯科については、1～4次調査を通して眼科は約3割、歯

科は約2割の受診がある。

　さらに、内科と眼科については、準縦断的変化にも有

意差が認められた。縦断的変化については、いずれの科

目においても有意差は認められなかったが、受診割合の

上昇は他の変化より著しい。また、内科、眼科、歯科に

おいては、3，4次調査の結果は縦断的変化の受診割合の方

が、横断的変化のそれより1割以上高い。

　園内診療所の機能をどのように設定するのかについて

は、ホームの立地条件や周辺地域の医療施設の状況によ

って異なると考えられるが、以上のような入居者の受診

状況の変化とともに、疾病の性格等を充分考慮して決定

する必要がある。疾病の性格によっては、たとえ週1回、

あるいはそれ以下の頻度でも、園内診療所において開設

されれば、通院の手間が省けて助かるという科目もある

であろう。

4　外出行動の変化

　4－1外出頻度の変化

　外出頻度の変化について、縦断的、準縦断的、横断的

にみると図6に示すような結果となった。各々の変化に

ついて有意差検定を行なったが、有意差が認められたの

は横断的変化についてのみであった（危険率5％）。横断

的変化においては、　「週5回以上」外出する割合は低下す

るものの、　「週3，4回」はむしろ著しく増加している。ま

た、　「月1回以下」という外出頻度の少ない者はやや増加
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　する。

　　これに対して、同一一人物の外出頻度の変化を示す縦断

　的、準縦断的変化をみると、入居直後も、15年後もほと

　んど変化が認められないという結果である。すなわち、

　外出頻度は・大きくは当人が外出好きか否かで決まって

　いると考えられる。ただし、15年居住を続けている人に

　は、入居者全体の平均像と比較すると、外出好きが多く、

　「月1回以下」しか外出しないという人は1割に満たない

　など少ないことは明かである。

　以上の結果から、ホームを決定する際には、自分が外

　出好きか否かによってホームの立地条件（中でも交通の

便）に特に注意しておく必要を感じるe

　4－2外出先の変化

　行き先別に外出状況の変化を示したものが図7である。

図7には8通りの行き先別にみた外出状況を示している

が、これらの内、有意差の認められた変化は、通院の横

断的変化のみであった。すなわち、その他の行き先につ

いては、3種の変化とも15年間という時の経過の中で有

意な変化が無いというわけである。

　まず、回答者の金体的な外出状況をみるために横断的

変化に注目して把握する。まず、8通りの行き先の内、

最も高く8割の回答者が外出しているのは、　「買物」であ

る。次に、　「銀行・役所・郵便局」への外出がB割弱と続

く。　「通院」は、前述したように1次調査時は約3割であ

った値が3，4次調査では6割に上昇しているeあと．回答

者の4割程度が「友人と会う」ために外出しており、その

後「子どもや親戚」　「サークル・観劇」が続く。　「仕事」

は、回答者の1割以下である。

　これらの外出先別にみた結果は、　「通院」「子どもや

親戚」「その他」以外では、いずれも横断的変化より縦

断的変化の値のほうが4鯛査時点で共通してやや高くなっ

ている。15年間継続入居者の場合、1次鯛査時には特に

「若い」という特性があうたが、4次爾査時には横断的変

化をみた回答者とほとんど変わらない平均年齢であるe

すなわち、これは先にみた外出頻度の結果と同様であり、

15年聞継続入居者は、より外出好きということになるe

さらに、　「友人と会う」という項目については、1次調査

時点について縦断的変化と横断的変化の値に有意差が認

められた（危険率5幻。15年間継続入居者の場合、回答

者全体と比較すると、外出好きでホームの外に友人も多

いということはまちがいないようである。

5　余暇の過ごし方の変化

　図8に示すように、10通りの余暇の過ごし方を挙げて

15鞠破化を明らかにした（この内容については31k、”

査でltN査していない）・しかしなカ1ら、余暇暗こし

方についても・3種のx化ともに15年間の有＝ti変化は

認められなかった。すなわち、外出と同様に余鞭につい

てもホーム入居後変化はほとんど無いというわけである。

畠　　、1　　　　t”

　　一人で楽しむ趣味

・㌔　　品 立　　・、　‘㌔　　☆

“tt　　☆

3な　　㌫

立　　亮　　「』　　古

‘㌔　　姦

姦　　t“

品　　　「』　　‘、　　　立

ロ　　　　　　　ほ　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　ふ

占言　芸

品　　㌫

　　芸　　謡　口　　顛　　　　鴫

凡例　　　　　　　躍断的度化

　　　　　　　　箪羅断的衰化

　　　　　　　　横価的変化

園8　余増の過ごし方の変化
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　全体的な傾向を横断的変化の値でみると、9割以上と最

も多い回答者が挙げた余壊の過ごし方は「テレビ・ラジ

オ」である。続いて「散歩」が6割前後、　「一一人で楽しむ

趣採」が5割程度、　「休養・昼寝」が4割程度、　「友人と

のおし中ぺり」が3割程度、　「仲間と楽しむ趣味」が2～

3割、それ裂下がfスPt　一一ツ」（1～2割）「家族の団らんi

臼～2割）「社会奉仕」（1割以下）であるe

　hX上のような余暇の過ごし方は、前述したよう1：　15年

聞に有意な差は認められないものの、弱冠の変化はある。

特に、ここでは「テレビ・ラジオ」　「休養・昼寝」とい

った消極的なもの以外の項目で、上昇している項目に注

目すべきと考える。少しではあるが、1～2次の間に「一

人で楽しむ趣味」、2～4次の間で「散歩」「友人とのお

しゃべり」「仲間と楽しむ趣味」が上昇している。これ

らは、高齢化や虚弱化の進行するなかで、一般的には減

少傾向を示すと考えられる余暇活動が、有料老人ホーム

という環境の中で支えられ、少しずつでも育まれている

ことを示していると考えるe

　縦断的変化と横断的変化の間で開きがみられる余暇の

過ごし方として「一人で楽しむ趣味」があるが、有意差

は認められなかeたものの．特に2次調査の値の間で差が

大きい。すなわち、15年間継続入居者の場合、回答者全

体と比較するとs「一人で楽しむ趣味」をやって余暇を

過ごす者が多いということが指摘される。

6　結　捨

　15年の簡に、潤査回答者の加齢は確実に進行し、健康

状態についての自己評価をみても縦断的変化には「やや

悪い」と答える者の増加がみられる。通院頻度について

は、横断的変化について明かな有意差が認められ、増加

している。現状では．園内診療所の利用は横ばいでありN

薗外の病院への通院が増加している。診療科目としては、

内科、眼科、歯科、整形外科が重要である。

　外出については、その頻度も外出先についても15年聞

の変化はほとんど認められないeすなわち、外出につい

て入居後に変化することはほとんど無いといえるので、

有料老人ホーム等への入居を決める際には、自分の外出

の志向に合致した条件を満たすホ・一ムを捜すことが重要

であることが指摘されるeただし、貰物、銀行・役所・

郵便局への外出はほとんどの入居者が行っていることか

ら、ホームの立地を決める際には重視したい、また、前

述したことの例外となるが、通院にっいてだけは15年間

に横断的変化に有意差が認められることも、ホームの立

地を決める際に重視してほしい点である。

註

1）在塚礼子r老年期の住み方変化に関する研究j（財）住

宅総合研究財団　1994年　p．5
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第三章 一民間有料老人ホームにおける開設後
　　　15年間の入居者の生活の変化
　　　　　　　一その2　共用施設の利用状況と子どもとの交流一

1　はじめに

　本章で｛ま、第一章で明らかにした入退居動向と第二章

で明らかにした入居者の健康状態・通院と外出行動・趣

味の変化を踏まえ、有料老人ホームに用意されている様

々な共用施設の利用実態と子どもとの交流状況について

の15年間の変化の状況について明らかにするaここでは、

変化をみるにあたって、第二章で行ったような個人の単

位ではなく、世帯単位での変化としてとらえる．従って、

各々のサンプル数は、横断的変化については1次閥査では

ll4．2次調査では146s　3次調査では149、4次調査ではis

l、縦断的変化では1～4次粛査で共通して2臥準縦断的変

化では1次鯛査では55、2次鯛査では68、3次調査では60、

4次調査では61である。

2　共用施設の楕畏

　調査対象とした有料老人ホームは、ごく初期に設置さ

れたものの一っであり、1980年代の半ば以降に建設され

た豪華なホテルを連想させるような玄関ロビーやインス

トラクター付きのプール等はないが、表1に示すような

様々な共用施設（第二章で述べた園内診療所は除いた）

が用意されている。モれらのほとんどは、図1に示すよ

うに、C棟の1階、2階（園内訟療所）、3階とセンタ

ーに位置しているe表1には、一つひとつの共用施設に

関して、主として1次摺査時と4次鯛査時の2時点におけ

る概要について示している。

3　「食堂」の利用状況の変化

　まず、食事のとり方に注目するc調査では朝、昼、夕

食別に、食堂の食事を食ぺるのか自炊するのか、あるい

はそれ以外なのか尋ねた。さらに3、4次罰査では、食堂

の食事を食べる場合でも、食堂で食べるのか自室に運ん

でから食べるのか分けて答えてもらった。以上の結果を、

表1　共用施設の概要

燐 一崎に2柏人が和用で音4…．費皿は朝聾夕の3食1ヶ月で1嵐書査句3方刊刮虻、

O檀1陪 4嵐■査時で47，4何円．予約■だカ4、欠食柳，など◎手坑●で度更可」食事o聞鯛

は・■劃：甜～翫臥墨釦1：45w目：15、夕聞61脚・・18言㈹（4次■竃時）．轟槙に

は、★餓4P分盲としτサプセンターがあり、畠●厨としτも剰閲古hτい6．

糊 男女寵に2寛有り・女性用壱広くと，てあ6．直泉搭相とふつうΦ嘗培と有り、安

C棟センター 金と入り■さのために、手すリポついτいる．大搭場巳毎日馴で島、冑用f糟曙費

でまかなわれる．

喘 コーヒー、チ4－、リュースなどを格安O涼世〔200円、4旗■真時）で嘉しめる

C樟1階 大食宜に晴棲しており、食事申から食笹の噂同帯（12：㎝一14澗）だけ■かれる．入

庖者の●味の一つでもあ6手押りのお嘉子、ケーキの口亮も行bれ」6．

極 八畳二薗」塚●■匂炉がある■お茶、お花、鵡、特机、蹄崎＃どOサータル泰剛

c髄センター してい6．

端 且内o体撫、ダンス、堀幕等のスポ・一ツの鳩・

C梼eンター

抱古宝 会合ご団らん．昂味や集いのための■阻．

C檀2蹄

蹴 嵩旬は「相口室」として敏血した■寅壱竃偉しτいたが、明自に「枯■室」とする

c緯1陪 と敏遭されるので、昔段は恒行のU隈サービスの場な吉に良い、気軽に幽入りで●る

ように工尭している．

㎜ 友D、B笹エレベーターホール〔2～4借，のわ音Φ一角にある・入居薯阿志が
テレビ、■鯵壱みたり、おし中ぺり壱したりするとこら・

7ロント 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘U曙宣曹Oスペースにリ77が■えられている・■鯵、祈田など欄る』、λ日

C梗1陪 者丙恵Φ衰檎o暑でも島り、もち6ん、入居者と碇■貝との蜘■でもある■

■書コーナー一 　　　　　　　　　　　　　　｛
ｺ店oモばに＊■でコーナー壱■けrτある．本は、入屠者●萬書o書■が中卓で島

邑・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

■喜・曇事■ 予拘剖である・1次霞庄特で腱．■害・良専とも■1日聞店されていた●4旗鱈壷

C掠1惰 可では、項寝吐集2・拍4月■臥襲富吐毎遍ホ■H■画されてい邑．憶碧予駒で
嵩貝とのこと・暑釦主一燈に比ぺ理富は拘蜜だポ、黄害は書情にな6●外来者●判

川も可緒であ6．

亮店 日用晶、食鵯品、靖臨たば二等を量oて1、壺．虐・神戸生笛O鼻店であ6．富噂
C01■論9に■● 店貝をお‘オるトぽどには欄されな‘⑰で、暴食、夕食時だ吋問店書れ6r．

ゲストルーム 外来者のため◎自泊霊で3室島6．入唐者の客rオもちろん各庄声に自由に拍庄れる

C口埴のE■ が、多人融の塞肋O■脅●■屯どに糊！でe6■

融筑路・ 居庄檀を電り■む散憤路、層住笹肯巴●聞iを麺‘しτ作られる自鶴酷■は、苗庄

自鱈蝸 身はもちろん●二と地鳩●人4Pの重いの椙ともなる・
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議1・

図1　調査対象有料老人ホームの配置図と共用施設の位置
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図2　食事のとり方の変化
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図2には、横断的変化、縦断的変化、準縦断的変化に分

けて示した。

　食堂の利用状況は、朝、昼、夕食で大きく異なること

がわかる。横断的変化、縦断的変化、準縦断的変化とも

に、夕食で最も利用が高く、逆に、最も利用が低いのが

朝食である。昼食は、朝食と夕食の中間である。3、4次

調査で取り入れた「食堂の食事を自室に運んで食べる」

という世帯は、特に夕食で多い。’

　15年間の食堂利用の変化に関しては、横断的変化、縦

断的変化、準縦断的変化、また、朝、昼、夕食で共通し

て、1次調査時に最も高く、その後2次調査時に急減する

が、3、4次調査時には次第に回復する。ただし、4次調査

時でも1次調査時の利用率には達してはいない。以上のよ

うな経年変化について、有意差の認められたのは、横断

的変化のみであった。

　また、有意差は認められなかったものの、横断的変化

と縦断的変化について各次の結果を比較してみると、食

堂の利用は常に横断的変化の値より縦断的変化の値の方

がやや少ない。すなわち、15年間継続入居している世帯

では、やや自炊が多い傾向がある。

4　「大浴室」の利用状況の変化

　次に、入浴に関して明かにするために、　「大浴室」と

「自宅浴室Jの利用状況の変化にっいて、図3に示した。

　その結果、1～4次に至る時間のの経過の中で、大浴室

の利用は次第に減少し、逆に自宅浴室の利用が少し増加

していることがわかった。この点について、横断的変化

と準縦断的変化では有意差が認められた。ただし、とも

に大浴室の利用の減少の方が自宅浴室の利用の増加より

危険率が低い。すなわち、大浴室の利用の減少の方が自

宅浴室の利用の増加より、より顕著た表れていることが

指摘される。

　また、各調査時点の横断的変化と縦断的変化の値を比

較すると、大浴室の利用は縦断的変化の値の方が高い。

15年間継続入居している者は、特に1、2、3次調査時点の

大浴室の利用が高く、4次調査時にその利用が急に低下し、

代わりに自宅浴室の利用が高くなっている。

1次

2次

3次

4次

1次

2次

3次

4次

1次

2次

3次

4次

　　　　大浴室

　　　横断的変化
OX　　　　20×　　　　40×　　　　60S　　　　80×　　　100X
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OX　　　2ex　　40×　　60×　　80×　　100X

1次

2次
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4次

1次

2次

3次

4次
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　　　縦断的変化
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　　　準縦断的変化
　　　　　　　　　　　　　　　　準縦断的変化
OX　20×40×60×8eX　100X　OX　20‘40S　60×80S　IOOX

は
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4次

凡例 ロ週0回ロ週1回
日週2回■週3回
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■週6回■週7回
ロ不　明

図3　入浴場所の変化
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5　その他の共用施設の利用状況の変化

　その他の共用施設の利用状況の変化について、図4－1

～3に示した。この点に関して、調査においては2次調査

以降に尋ねている。また、これらの問いに関しては調査

票の設計に問題があったようで、特に2次、3次調査結果

で「不明」が著しく多い。2次、3次調査では、各共用施

設について利用がある場合にのみ、その利用頻度を回答

しているケースが多い。従って、　「不明」のほとんどは

「ほとんど使わない」　「全く使わない」であると判断で

きると考えた。

　以下、個々の共用施設に関する横断的変化、縦断的変

化、準縦断的変化の値とその有意差検定結果をもとに考

察を進める。なお、ここでの有意差の検定にあたっては、

前述したような調査票の設計ミスを考慮して、　「ほとん

ど使わない」「全く使わない」と「不明」を一括して取

り扱っている。

　まず、利用の最も高い共用施設は、　「売店」　「散策路

・公園」である。これらには調査時期による有意差も認

められず、一貫して利用が高い。続いて利用の高い施設

が「フロント」　「集会室」　「体育室」　「理・美容院」で

ある。「フロント」では調査時期による有意差は認めら

れない。それに対して「集会室」　「体育室」では3次調査

時に利用頻度が高まっている。　「理・美容院」では「月

1回以上」の利用が減少するが、代わりに「月1回以下」

の利用が増加して、「ほとんど使わない」「全く使わな

い」　「不明」の合計にはほとんど変化がない。

　続いて、利用のみられる共用施設は、　「喫茶室」「和

室」「談話室」である。これらのうち、「和室」につい

ては、調査時期を追う毎に利用が低下している。

　その他、　「応接室」　「図書コーナー」の利用頻度は非

常に限られたものであることがわかった。　「ゲストルー

ム」にっいては、4次調査時に利用が急減しているが、そ

の理由は不明である。

次次次

喫茶室 和室

　　　横断的変化　　　　　　　　　　　横断的変化
0∬　　　　　20鷺　　　　40×　　　　　60×　　　　80X　　　　IOOS　　　　　　OX　　　　　20×　　　　40×　　　　60誓　　　　80文　　　　100X

次次次

　　　縦断的変化　　　　　　　　　　縦断的変化
OX　　　　　20S　　　　40冨　　　　609　　　　80×　　　　100X　　　　　　O∬　　　　　20×　　　　40×　　　　60×　　　　80×　　　　100X

2次

3次’

4次

2次

3次

4次

次次次

　　　準縦断的変化　　　　　　　　　　準縦断的変化
OX　　　　　20×　　　　40S　　　　60×　　　　80×　　　　100X　　　　　O駕　　　　20×　　　　40X？　　　60冨　　　　80×　　　　100X

次次次

次次次

4

体育室 集会室

　　　横断的変化　　　　　　　　　　　横断的変化
OX　　　　20×　　　　40×　　　　60×　　　　80×　　　100ズ　　　　　0男　　　　20×　　　　40X　　　　GOX　　　　80×　　　　1eOX

次次次

2次

3次

’4次

次次次

　　　縦断的変化　　　　　　　　　　　縦断的変化
OX　　　　20S　　　　40X　　　　SOX　　　　80×　　　　100m　　　　　　　OX　　　　20×　　　　40×　　　　60S　　　　80ズ　　　　100X

2次

3次

4次

　　　準縦断的変化　　　　　　　　　　準縦断的変化
OX　　　　20S　　　　40×　　　　60×　　　　80×　　　100X　　　　　　　O驚　　　　20×　　　　40×　　　　60S　　　　80×　　　　100X

次次次

図4－1 共用施設の利用状況の変化

　　　　　（喫茶室、和室、体育室、集会所）

凡例 ロ週4～7回　　　ロ週1～3回

回．月1回以上　　　固月1回以下

eほとんど使わない国全く使わない

■不　　明
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2次

3次

4次

　　　理・美容室，

　　　　横断的変化
OX　　　　20×　　　　40×　　　　60×　　　　8（ば　　　　100X

次次次

次次次

　　　準縦断的変化
OX　　　　20×　　　　40×　　　　60×　　　　80×　　　100雪

　　　準縦断的変化
OX　　　　20×　　　　40×　　　　60×　　　　809　　　100X

2次

3次

4次

次次・次

次次次

　　　　応接室

　　　　横断的変化
OX　　　　20S　　　　40S　　　　60×　　　　80×　　　　100y

　　　　縦断的変化
OX　　　　20×　　　　40×　　　　60×　　　　80×　　　100X

　　　　準縦断的変化
OX　　　　20×　　　　40×　　　　60×　　　　80×　　　100X

図4－2

次次

次次

次次2　3

次次次

　　　　　売店

　　　　横断的変化
0駕　　　　　20‘　　　　40X　　　　oos　　　　80x　　　100S

次次次

次次次

　　　　縦断的変化

OX　　　　　20×　　　　40駕　　　　60×　　　　80‘　　　100x

　　　準縦断的変化
Oズ　　　　20S　　　　40×　　　　60×　　　　80X　　　IOOX’

　　　　談話室

　　　　横断的変化
OX　　　　20S　　　　40×　　　　60×　　　　80×　　　100X

　　　　縦断的変化
OX　　　　20S　　　　40×　　　　60×　　　　60×　　　100X

　　　準縦断的変化
OX　　　　20×　　　　40×　　　　609　　　　BOX　　　IOOX

次次次

4

2次

3次

4次

次次次

　　ゲストルーム

　　　　横断的変化

OS　　20×　　40S　　60X　　SOX　　IOOs

　　　　縦断的変化
OX　　　　20‘　　　　40×　　　　60×　　　　80×　　　　10ex

　　　準縦断的変化
Oズ　　　　20警　　　　40×　　　　60S　　　　BOX　　　100X

2次

3次

4次

次次次

次次次

　　　　フロント

　　　　横断的変化

OX　　20S　　40S　　60×　　80×　100X

　　　　縦断的変化
OX　　　　20×　　　　40×　　　　60×　　　　80×　　　　100S

　　　準」¢き断θり変イヒ

OX　　　　　20×　　　　40×　　　　60S　　　　80×　　　　100駕

次次次2　

S　

4

　　散策路・公園

　　　　横断的変化
O区　　　　20S　　　　40笛　　　　60S　　　　80駕　　　　100s

次次次

次次次

4

2次

3次

4次

　　　　縦断的変化

OX　　20×　　40×　　609　　80K　　lOOX

　　　準縦断的変化
ox　　　　 20質　　　　40×　　　　60文　　　　80胃　　　　100S

　　　図書コーナー

　　　　横断的変化
OX　　　　　20誓　　　　40×　　　　60S　　　　sex　　　　IOOX

2次

3次

4次

次次次

　　　　縦断的変化
OX　　　　20×　　　　40×　　　　60X　　　　BOK　　　100X

　　　　準縦断的変化

OX　　　　　20S　　　　40S　　　　 60×　　　　80冨　　　　1COX

共用施設の利用状況の変化

　　　　　　（応接室、談話室、フロント、

　　　　　　（一理・美容室、売店、

　　　　　　　　　　　　　　　　　－19一

凡例 ロ週4～7回　　　□週1～3回

ロ月1回以上　　　田月1回以下

漂ん；使わない．田全く使わない

　　　　図書コーナー）

ゲストルーム、散策路・公園）



ぴぴ次次1　

2　

ぴ次次次

次次次次－　

4

子どもから電話がある

　　　横断的変化
〇二　　20×　　40S　　60S　　80S　　IOOX

次次次次1　

4

入居者自身が

　子どもに電話をする

　　　横断的変化
OX　　　20S　　　40メ　　60×　　80S　　100X

　　　縦断的変化　　　　　　　　　　　縦断的変化
　　　　　　　　　　　　　O駕　　　　　20x　　　　40S　　　　60S　　　　80×　　　　100x
Os　　　　　20×　　　　40S　　　　　60S　　　　80駕　　　　100S

次次次次－　

」q

　　　準縦断的変化　　　　　　　　　　準縦断的変化
　　　　　　　　　　　　　OX　　　　20×　　　　40S　　　　60×　　　　80×　　　100×
0メ　　　　20う（　　　　40S　　　　OOX　　　　80）【　　　1005

次次次次

次次次次1　

2　

3　

4

子どもが会いに来る

　　　横断的変化
0覧　　　　20S　　　　40×　　　　60×　　　　80寓　　　　100S

次次次次－　

4

次ぴぴ次

入居者自身が

　子どもに会いに行く

　　　横断的変化
es　　　　20×　　　　40S　　　　60x　　　　80×　　　100x

　　　縦断的変化　　　　　　　　　　　縦断的変化
。x　2。X　40S　6・s　8・X　1・・X　・x　2・X　4°X　6°S　8°X　1°°S

次次次次

次次次次

　　　準縦断的変化　　　　　　　　　　準縦断的変化
　　　　　　　　　　　　　OX　　　　20覧　　　　40巽　　　　5ex　　　　80×　　　　100S
OX　　　　　20覧　　　　40×　　　　60×　　　　80×　　　　100S

次次次次

1

〃

凡例 ロほぼ毎日

ロ週1回位
va月1回位
■不　明

ロ週3回位
回月2回位
m月1回未満
■子どもなし

図5　子ども（家族）との、交流状態の変化

6　子ども（家族）との交流状況の変化

　図5には、子ども（家族）との交流状況の変化につい

て示した。　「会う」「電話する」について、子ども（家

族）からと入居者本人の方からに分けて示している。

　結果は、　「会う」方が「電話する」より頻度が高く、

また、子ども（家族）からの方が入居者本人の方からよ

り頻度が高い。しかし、横断的変化においては「子ども

から電話がある」以外において、いずれの場合にも有意

差が認められ、1次と2次の間に著しい減少がみられると

ともに、その後も交流の減少が認められる。

7　結論

　大食堂の利用は、夕食を中心に非常に高い。しかも、

経年変化の様子から、開設後、または入居後、一旦は利

用が低下するものの、10年経過してから再び利用が高ま

ることも確認され、大食堂の重要性が実証された。今後

は、食事の各住戸への配達が課題であろう。

　共用の大浴室についても、その重要性は実証された。

しかし、同時に自宅浴室についても、一定割合の入居世

帯には不可欠であること、また、15年間継続入居世帯で

はその利用が高まることも実証された。

　その他の共用施設については、全体として利用が活発

ではないことが明らかになった。中でも。　「和室」「体

育室」「集会室」等は、面積や設備面、管理面において

負担が大きい反面、利用についてソフト面で入居者に対

する支援を行わなければ、有効な利用はほとんど困難と

いえよう。　「売店」　「散策路・公園」　「理・美容室」

「喫茶室」は効果的に利用されていた。
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第四章一民間有料老人ホームにおける開設後
　　　　　　　　　15年間の入居者の生活の変化
　　　　　　　　　　　　一一その3　専用住戸内における生活の場の変化一

1　はじめに

　高齢者のみの世帯がどのような住宅で生活することが

ふさわしいのか、わが国における研究成果はまだまだ不

十分である。モの理由は、そのような世帯の暮しが、こ

れまで長い間一般的ではなかったということによるであ

ろう。しかし、今後このような高齢者のみの世帯が急速

に増加していくことが予想されており、特に大都市の限

られた広さのなかでそれをどのように実現していくのか

については、重要な課題である．

　研究の方法は、鯛査票の中に該当する住戸プランを張

り付けておき、　〈就寝〉（接客〉　〈日中すごす〉　く食事）

の4っの生活行為の場所を書き込んでもらうというもの

である・これらの生活行為については、喘者の日蛙

活を考慮して設定したe

2　専用住戸の槙聾

　鯛査対象とした有料老人ホームの専用住戸は、図1に

示す通り、主として6タイプある。A、　B、　C、　Dの4

タイプは・いずれ舗酎る居室蝿間（いかLと略す）

1室であり、その奥に和室が1または2室並んであると

いう間取りである。E、　Fタイプについては、南面居室

としてLと和室の双方があるという間取りである。

図1　タイプ別住戸概要 （入園金は1995年3月現在）

・1■田喝目

一

Aタイプ（戸数4炉）

2．伽｝　　、働　　↑　znロ
‘

到

・耳用蝶面積一……・35．710r（10．8坪）

・居室面積…・・・・・・…32．09nt

．」｛」」：1ニー・…　一・・…　’　3司62　昂・

入国畳

お1人λ居　2，6加万円

ｨ2人λ屠　3．710方円
理費量1人獅00円
@2人9乳釦o円

B打プ（戸数10炉）

・】厚用総面幅・・・…　T■一・・44．52　nt（13、5坪｝

・居1薗積・・……・…39．76㎡

・バルコニー…・……・・4．76m’

｛

Cタイプ（戸数5炉）

ー

胞下

　　　　　　　　　　　　　　　　　1

目
押λ 鼻A　　亀h

　1　　宣ゴ

．　9
@……　1 ■口

｝o
粕竃

口 岨

乱勘　　　i　　、　　　　‘．蜘

一9」拍、＿＿＿＿＿＿＿＿占

■下

　・写用輯面積…一・・…61．54rず〔18．7坪）

　・居霊面積．・‘・・．●・・．◆・55．96　rぽ

　・パルコニー・………・5．68nt

曇：；鷲1：1瀦藝㍑：1謂

割蒜交：1：；螂曇；交；1：：：：：

1

Eタイプ（戸数炉）

・専用総面精……・…・・70．55nt｛2L4坪）

・磨　賞面積．一…　一・．－62，74　貯

・’｛ルコニー…………7．田酎

rs　1人入磨　6200万円費2人s2．500円

・専用緒面相・“・・・・…　叫51．ss　詳（15．7坪｝

・居室面稽・………吋6．04m・

・パルコニー…………5．81艀
入圖費

1お1人入■　3，770万円

お2人入雇　4．肪0方円
劃人馴o円
畳2人s2，500円

Fタイプ（戸数炉）

』e　　当』Wt
・オ「用持湿i柏・・…一…71．93”［2L8坪）

・屠宣面相…………64．02耐
・バルコニー・・・・…叫…「91耐

入■費

おt人λ■　5ユ旬万円

ｨ2人入庖　6剖0方円

1瑠
　1人55醐円
M2人92．500円
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　8　住戸タイプ罰にみた生活の培の変化

　　ここでは、前述した〈就寝）〈接客〉〈日中すごす）

　〈食事）の4つの生活行為の場を、以下の5つのパター

　ンに分類した。まず、　〈就寝〉をLでするのか和室です

るのかで二分し、さらに、和室でく就寝〉する場合にっ

いては、その他の3行為が和室で重複して行われる程度

によって、次の4つに分類した。（a）；和室を（就寝〉の

みに使う、（b）：和室をく接客）にも使う、（c）：和室を

　ζ日中すごす〉またはく食事〉にも使う、（の：4生活行

為をすべて和室で行うsである。また、Lでく就寝）す

る場合については（e）としit　i㌔表1には、生活行為の場

のパターンについて、住戸タイプ別に15年間にどの様に

変化したのかについて示した。

　以上の結果を、まず、A～Dタイプ全戸の傾向に注目

する。2次網査結果までの段階では、（a）：和室をく就寝）

のみに使う、が47．6Xから53．脇へと上昇し、　「同一室内

における生活行為の重複による混乱を避ける方向へと変

化」”していると考えていた。ところがこの傾向は、3次

脾査時点にはすでに1次簡査時点程度の状態まで戻り（48．

5X）、4次鯛査時には42．陪まで低下しているのである。反

面、上昇したのは、（の：和室を〈日中すごす）または

（食事）にも使う、（d）14生活行為をすべて和室で行う、

という和室で就寝するばかりでなく、日中の生活の場と

しても多様に活用しているという住み方である。なお、

（e）：Lで（就寝〉するという住み方については、15年間

ほとんど変動がないe

　これらの結果を住戸タイプ別にみると、和室が1室で

あったり（A、Bタイプ）、また2室あっても狭い場合

（Cタイプ）に、（c）（のの住み方が増加する傾向が認め

られる。就寝するところと日中すごすところが非分離の

状態になることは、いったいどういう理由によるものな

のか、次に、事例的にみていくことにする。

4　生活の揖の変化についての事例の検討

　表2に1ま　．同一世帯に対してs11年以上の期間にわた

って生活の場について明らかにしてい6　20世帯について、

事例的に変化を示している。3でみたような変化の事例

は20例中6例で認められる。今後これらの事例について、

居住者自身の変化（健康状態等）と家具等の変化に注目

することによって、前述の課題を解明していきたいe

5　結論

　2次萬査結果までの段階で一旦まとめていた住み方の変

化では、和室をく就寝〉のみに使う世帯が増加し、　〈接

客）〈日中すごす〉く食事）といったその他の生活行為

はLで行うことによって、生活が秩序立てられる方向に

あると考えていた。ところがこの傾向は、3次鯛査時には

すでにずれが見え始めていた。今後この理由を解明して

いきたい。

表1　生活行為の場からみた住戸タイプ別住み方の変化
A B C D 計　　　　　　　　　住戸タイプ

ｶ培行為Φ着　　　　　　■査
ｩらみた住み方

1抹 2欲 3次 4次 1次 2次 3次 4次 1駅 2次 3次 4次 1舐 2次 3次 4次 1次 2次 3次 4次

｛の和富壱く此寝〉Φみに惚う

3 9 9 2 駐
刀 圏 24 18 20 ｝9 15 10 H 胞 14 ！9　47．脳 聞　5卸■ 聞　偲5鷲 55　蛇o％

fh期壱簑客にも便う
2 2 3 4 9 6 8 8 4 3 3 4 2 3 2 5 17　20〒 14　】1イ 16　121 2】　16』

〔C｝融ロモ〈日中す二す〉また

@臨暢　事〉に使 6 6 8 9 2 7 13 12 3 5 2 6 1 4 2 工

12　146 盟　1τ9 髄　1匡9 28　2】．4

ω倦の生　為もすべて和竃

v 2 1 3 4 1 3 2 5 o o 1 0 o o 1 o 3　包7 4　　a且 7　　53 10　7．6
ωリピンダでく虞穫〉

1 2 o ｝ 6 13 】6 ］4 4 1 2 1 o 】 2 1 ｝1　］34 17　は8 20　152 17　13』
計

14 鱒 23 20 26 認 龍 胴 酋 四 盟 26 日 盟 20 田 悶　11ぬ0 1臨　m症o 132　100LO占 1311加』

章C．Dタイプでは和宣は2田良ある

一　22一



表2 部塵の使い方変化の事例

庄戸

^イプ

軍■唐■ 腿島1紐’ ■咀の使㌔・方田

1次田憂碍 2次口査w 3次書葺碍 4次田査時

A 一人〔女｝ 12∫3 關園回菌剛層 詞次冑櫓 加園留和童竈回

一人｛女｝ i234 磨聞園回魎槌圃 勲民閂昌 肩炭円橿 簡次聞機

一人（女） 2／3’4 眉蘭臼回轄■圏 居聞回囹和宣i（悟岨栂 鯛薗櫨薗圃
8 一人｛女｝ 1’　3’4 ■聞固回和1薗圃圏 龍珊回随罰爾 “薗薗轄■回輻

傭瑚k2⑳「しω 1’2　4 磨回団回垣オ噛固囲 馴園回圏和宣圃 勲矢■拍

｛2識，許日繭ω 財34 唐口暦回圃纏圃 脳回論喧囲《瑠臼は不恥 曹抜向■

一人（男｝ ”3 朋薗回圃糖國 萄次口格 勲欠口撮

C 一人（女｝ 1234 醐薗回目組層 育～民丙嶺 劇欠●■ 臼次筒聞

一人t土） 1／2／4 馴園回目刷面 ■聞固回目舶園輌固 龍田回圏刷層和2圃
一人（文） 1／23‘ 居間国圃固闇 關園回圃和1圃 曹次冑廠 冑次口悼

趨 1／3 馴回宙舶園和2屈 蜘園掴固細冨聴2宙
‘聯却ト｛蹟撒呼¶工4a｝4ω 1／2／34 和2園　（薗回屋1拝明） 居間囹回菌剛回和2圃 朋薗回圃柄園 甫旗簡■

一λ（女） 1∫234 阜間園圃和2屈（回吐不剛 居揖園回届和2届〔胴ト胡4うに） 首旗口掠 肩次■祖

D 一人（女］ 12　4 磨問圃回墨鍵培■で随し） 磨蘭圃　【園回菌‡拝恥 韻口書個菌
一人｛女） 123’4 朋薗回薗剛圃 ●　　　臼次冑様 曹次■橿 胴口回圃釦圏圃

頬 2／3∫4 和室函（囹回屋1杯萌｝ 磨簡薗回圃和噛 培間薗回舶旙和2困

剋 1∫2／3 馴園圏和團和2’ﾞ 馴薗回圃舶園眉鯉圏 磨聞固回口●1圃曽薗圃薗

夫婦 ほ34 唐団園回圃組囲和2層 萌次掲様 盲次河様　一 薗次■掃

E q，乳諏，野《日・跡｛4a｝憐 1／23 鯛園圃刷圃和2厨回 居聞囹回届和2園和2圃 曹次■禄

｛1聯炉c±鍾｝r熾｝ 惚〆3 和1圃回和2舖魎回 馴固囲回和2圃 庖田囹回昆和2囲

注1：田■㊥使い方」帽回の■葺特と比較し度化があった椙脅1釦で示した．

注2：和室が2■■あ占場含は玄聞に近い和室を和1．玄■から迫い和寅を和2と示した●

　　　食軍をす詫鳳雌すses日蝿こすUt　met・etHerr示した．

註

1）小川裕子「有料老人ホームにおける住戸内生活の検討

一一 d園における追跡閥査一」奈良女子大学家政学会家政

学研究VoL　31　No．2p．117

　なおs第3章、第4章の目表の作成にあたっては、

青島延江さん（現・静岡市役所勘務）に大変なご協ヵを

いただいた。記して心から感謝申し上げますe

■一　23　一



資料編

個人の加齢と健康状態、通院の変化1

表1－1　齢
1 2次 3次 4

横断的変化 準縦断的変化 縦断的変化 横断的変化

縦断的変化

縦断的変化 横断的変化 準縦断的変化 縦断的変化 横断的変化 準縦断的変化 縦断的変化

～59 8 5 3 4 1 1 o 0 0 0 0 0

60～64歳 五3 7 5 18 9 4 3 o 0 1 0 0

65～69 27 11 6 25 Io 4 18 6 2 6 0 0

70～？4 22 3 0 32 9 5 32 11 5 35 11 3

75～79 30 o 0 39 4 o 36 9 6 34 12 5

80～84 12 1 o 26 1 0 31 4 1 41 9 6

85～89歳 2 o o 2 0 o 19 0 0 21 3 0

90～　　歳 o 0 o 0 0 0 4 0 0 7 1 0

不　　　明 o o o 0 o 0 6 0 0 6 o 0

サン　ル。 114 27 14 146 34 14 149 30 14 151 36 14

表1－2　健康状態
非常によい 良い ふつう やや悪い 非常に賑い わからない

、日 計

1次 横断的変化 9 74 25 6 114

準縦断的　化 4 16 6 1 27

・　ヒ 3 9 2 0 14

2次 撲断的変化 13 27 60 28 8 2 8 146

準縦断的　化 5 4 15 9 o o 1 34

的　化 2 2 8 2 o o 0 14

3次 横断釣化 6 23 71 32 14 1 2 M9
準縦薮的イヒ P 2 三8 6 3 0 1 30

化 呑 1 9 3 o o 1 14

4次 穣薮的　化 撞 27 70 34 8 o 2 151

準縦断的化 3 6 13 II 3 o o 36

断葡化 1 3 4 5 1 o o 14
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表1－3　通院・の変化
1次 2次 3次 4次

有 不明 サンプル数 有 不明 サンプル数 有 不明 サンプル数 有 不明 サンプル数

通院の有無 横断的変化 76 66．7％ 4 114 95 65．1％ 6 146 101 67．8％ 4 149 109 7乳2％ 1 151

準縦断的変化 19 70．4％ 1 27 21 61．8％ 1 34 23 76．7％ 0 30 28 77．8％ 0 36

縦断的変化 9 64．3％ 0 14 7 50．0％ 1 14 11 78．6％ o 14 13 92．9％ 0 14

横断的変化 53 46．5％ 4 ll4 65 44．5％ 7 146 51 3塩2％ 5 149 61 40．4％ 2 151通院先

?熕f療所 準縦断的変化 10 37．0％ 1 27 11 32．4％ 2 34 12 40．0％ 0 30 13 3住1％ 1 36

，断的変化 5 35．7％ 0 14 4 28．6％ 1 14 7 50．0％ o 14 7 50．0％ G 14

横断的変化 45 39．5％ 4 114 64 43．8％ 9 146 81 54．4％ 7 149 82 54．3％ 1 151通院先

?Oの病院 準縦断的変化 12 444％ 1 27 16 47．1％ 2 34 19 63．3％ 0 30 24 66．7％ 0 36

縦断的変化 6 42．9％ 0 14 6 42．9％ 1 14 9 64．3％ 0 14 11 78．6％ 0 14

表1－4　運院頻の変化
ほとんど毎日 週2・3回 週1回 月2・3回 月1回 月1回以下 通院なし 不明 計

1次 横断的変化 0 0 22 0 19 4 65 4 114

準　断的変化 0 o 3 o 7 2 14 1 27

縦断的変化 o 0 1 0 4 1 8 0 14

2次 横断的変化 5 7 25 27 15 7 44 16 146

準縦断的変化 2 3 3 5 5 1 12 3 34

縦断的変化 o 1 2 2 2 ｛｝ 6 1 旦4

3次 横断的変化 1 15 13 35 20 12 43 lo 149

準縦断的変化 0 3 1 9 4 5 5 3 30

断的変化 0 0 0 5 2 4 2 1 14

4次 横断的変化 9 12 15 32 29 11 42 正 151

準断的変化 1 3 4 10 7 3 8 o 36

断的変化 0 3 3 2 4 1 1 o 14



1－5　塾科
1次 2次 3次 4　　　　　　・

有 通院なし 不明 サンプル計 有 通院なし 不明 サンプル計 有 通院なし 不明 サンプル計 有 通院なし 不明 サンプル計

内科 横断的　化 21 18．4％ 65 4 114 36 24．7％ 44 16 146 52 34．9％ 43 9 149 60 39．7％ 42 2 151

準縦断的　化 8 29．6％ 14 1 27 5 玉4．7％ 12 4 34 12 4肛0％ 5 3 30 18 50．0％ 8 o 36

的　化 4 28．6％ 8 o 14 4 28．6％ 6 2 14 8 57．1％ 2 1 14 7 50．0覧 1 0 M
眼科 横断的　化 22 19．3％ 65 4 114 39 26．鴨 44 16 146 46 30．9％ 43 9 149 40 26．5駕 42 2 151

準縦断的変化 3 ll．1％ ］4 1 27 9 26．5％ 12 4 34 10 33．3％ 5 3 30 16 44．4％ 8 0 36

的　化 2 14．3％ 8 0 14 2 14．3％ 6 2 14 6 42．9％ 2 1 14 6 42．9％ 1 0 14

歯科 横断的変化 21 18．4％ 65 4 114 22 15．1％ 44 16 146 26 17．4％ 43 9 149 26 17．2％ 42 2 151

準　断的　化 4 14．8％ 14 1 27 5 14．了％ 12 4 34 8 26．7％ 5 3 30 7 19．4％ 8 0 36

断　　ヒ 1 7．1％ 8 0 14 4 28．6％ 6 2 14 4 28．6％ 2 1 14 5 35．7％ 1 0 14

整形外科 横断的変化 7 6．1％ 65 4 114 19 13．o％ 44 16 146 19 128％ 43 9 149 24 15．9％ 42 2 151

準断的変化 3 11．1％ 14 1 27 1 2．9％ 12 4 34 5 16．7％ 5 3 30 8 22．2寓 8 0 36

化 1 7．1％ 8 0 14 o 臥0％ 6 2 M 1 7．1％ 2 1 14 2 14．3％ 1 o 14

外科 横断的　化 2 1．8％ 65 4 114 4 2．7％ 44 16 146 5 3．4％ 43 9 149 8 5．3％ 42 2 151

準断的化 o 0．0％ 14 1 27 o 0．0覧 12 4 34 o 0．0％ 5 3 30 1 2．8％ 8 0 36

的　化 o 0．0％ 8 0 14 0 0．0％ 6 2 14 0 0．0％ 2 1 14 0 o．o％ 1 o 14

耳鼻科 横断的変化 5 4．4％ 65 4 114 8 5．5％ 44 16 146 11 T4％ 43 9 149 10 6．6％ 42 2 151

準縦断的変化 1 3．7％ 14 1 27 0 0．0％ 12 4 34 1 a3％ 5 3 30 3 8．3％ 8 o 36

断　　化 o 0．0％ 8 0 14 0 0．0％ 6 2 14 o o．o％ 2 1 14 1 7抽 1 0 14

皮膚科 横断的化 4 3．5％ 65 4 114 6 4．1％ 44 16 146 6 4．o％ 43 9 149 6 4．0％ 42 2 151

準縦断的　化 2 7．4％ 14 1 27 1 2．9％ 12 4 34 1 3．3％ 5 3 30 3 8．3％ 8 0 36

断的　化 2 14．3％ 8 0 14 0 0．0％ 6 2 14 0 0．0％ 2 1 14 1 7．1％ 1 0 14

針灸 横断的化 2 1．8％ 65 4 114 4 2．7％ 44 16 146 4 2．脳 43 9 149 3 ao％ 42 2 151

準縦断的　化 1 3．7％ 14 1 27 1 2．9％ 12 4 34 1 3．3％ 5 3 30 0 0．0％ 8 0 36

的変化 o 0．0％ 8 0 14 0 豆0％ 6 2 14 0 ｛LO％ 2 1 14 0 0．0％ 1 0 14



1－6 暇の過ごし
1 2 4
不明 サンプル数 、日

サンプル 不目 サンプル数

テレビ・ラジオ 横断的変化 97 85．1％ 3 114 118 80．8％ 5 146 136 go．瑞 2 151

準縦断的変化 23 85．2％ 0 27 27 79．4％ 1 34 33 91．7％ o 36

縦断的　化 12 85．7％ 0 14 11 78．6％ 1 14 13 92．9％ 0 14

散歩 横断的変化 78 68．4％ 3 114 79 54．1％ 5 146 93 61．6％ 2 151

準縦断的変化 15 55．6％ 0 27 17 50．0％ 1 34 25 69．4％ 0 36

断的　化 10 71．4％ 0 14 6 4ag％ 1 14 8 5τ1％ 0 14

横断的変化 51 44．7％ 3 ll4 77 52．7％ 5 M6 65 4ao％ 2 151一人で

@楽しむ趣味 準縦断的変化 18 6E　7％ 0 27 24 7α6％ 1 34 14 38．9％ o 36

縦断的変化 9 64．3％ 0 14 11 7＆6％ 1 14 9 64．3％ o 14

休養 横断的変化 47 41．2％ 3 114 44 30．1％ 5 146 59 39．1％ 2 151

準縦断的変化 9 33．3％ 0 27 10 29．4％ 1 34 11 30．6％ 0 36

縦断的　化 5 35．7％ 0 M 4 28．6％ 1 14 4 28．6％ 0 14

横断的変化 31 2了．2％ 3 ll4 37 25．3％ 5 146 51 33．8％ 2 151グループでの

@　　　学習 準縦断的変化 7 259％ 0 27 10 2｛L4％ 1 34 11 30．6％ o 36

縦断的変化 4 286％ 0 14 5 357％ 1 14 6 42．9％ 0 14

友人との会話 横　的　化 25 21．9％ 3 114 25 17．1％ 5 146 45 29．8％ 2 151

準縦断的化 6 222％ 0 27 10 29．4％ 1 34 8 22．2％ 0 36

縦断的　化 4 28．6％ 0 14 5 35．7％ 1 14 4 28．部 0 14

スポーツ 横断的変化 19 167％ 3 114 28 19．2％ 5 146 20 la2％ 2 151

準縦断的変化 4 14．8％ 0 2了 9 2住5％ 1 34 5 1ag％ o 36

縦断的変化 3 21．4％ 0 14 4 28．6％ 1 14 4 28．6％ o 14

家族団らん 横断的変化 19 16．7％ 3 114 19 1ao％ 5 146 19 12．6％ 2 151

準縦断的変化 0 息0％ 0 27 0 ｛LO％ 1 34 0 0．0％ 0 36

縦断的　化 0 ｛LO％ 0 14 o 0．0％ 1 14 0 息0％ 0 14

社会奉仕 横断的変化 11 9．6％ 3 114 12 8．2％ 5 146 9 杜0％ 2 151

準縦断的変化 2 7．4％ 0 27 3 8．8％ 1 34 3 ＆3％ 0 36

縦断的変化 2 14．3％ 0 14 3 2L4％ 1 M 1 7．1嵩 o 14

その他 横断的　化 21 18．4％ 3 114 24 16．4％ 5 146 12 T9％ 2 151

準縦断的変化 7 25．9％ o 27 8 23．5％ 1 34 1 2．8％ o 36

縦断的変化 3 21．4％ o 14 3 21．4％ 1 14 o 0．0％ 0 14
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1－7　　’　ロ

適5回以上 週3・4回 遇1・2回 月2回程度 月1回程度 月1回以下 不明 計

1次 横断的　化 5 21 46 23 6 11 2 114

準縦　的　化 1 7 13 5 0 1 0 27

縦　的　化 1 4 6 3 0 0 o 14

2次 横断的変化 13 23 55 29 7 9 10 146

準縦断的　化 6 6 11 8 0 2 1 34

縦断的　化 3 3 5 3 0 0 0 14

3次 横断的変化 13 39 54 19 8 11 5 149

準縦断的　化 2 11 11 3 1 1 1 30

縦　的変化 2 5 4 2 0 0 1 14

4次 横断的変化 8 46 51 21 0 20 5 151

的　化 2 12 15 5 0 2 0 36

的化 2 5 4 3 0 0 0 14

1－8
1 2 3 4

日
サンプ」 9 サンプノ

日

サンプノ 不 サンプル数

貝い始 9 7．1鷲 114 117 80．控 6 146 122 肌9駕 7 149 118 78．1駕 5 151

26 6．3駕 1 27 29 8．3覧 0 34 27 go．　o覧 1 30 32 88．9鷲 0 36

14 10．0罵 14 13 92．9寓 0 14 12 85．鴨 1 14 13 92．9覧 0 14

友人 4．9寓 114 2 ．6瓢 6 14 6 42．％ 7 14 0 ．1寓 5 151

1 ．鶉 1 7 1 2．4鷲 17 ．τ監 1 15 41．7寓 o 36

11 7．寓 14 7．目 0 14 9 64．毘 1 14 7 0．0駕 0 14

子ども 4．2覧 8 114 51 ．9覧 6 146 50 3．6寓 7 149 40 26．5男 5 151

7 2』駕 1 2τ 11 32．4鷲 o 34 lI 36．7％ 1 30 12 3a　3％ 0 朋

的　イ 5 5．7％ o 14 4 2臥6％ o 14 4 28．6％ 1 14 4 28．6寓 o 14

病院 別 29．8％ 114 64 43．8覧 6 146 86 57．7％ 7 149 85 5．3緊 5 151

7．0鷲 1 27 16 47．1覧 o 別 18 田．o％ 1 30 21 58．3％ 0 36

3．7鷲 o 14 5 35．7寓 o 14 7 50．0％ 1 14 8 57．1％ 0 14

銀行 7 76．％ 8 Il4 川 69．2％ 6 146 109 73．2％ 7 M9 107 70．9％ 5 151

イ 22 81．寓 1 27 26 76．冨 0 別 24 80．o寓 1 30 田 94．4％ o 36

13 92．9寓 o 14 12 85．7％ o 14 11 7．6％ 1 14 14 100．0％ 0 14

21 18．4％ 8 114 9 26．7％ 6 146 3．9％ τ 149 4 2．覧 151サークル

ｨけいこ ．覧 1 27 1 44．1寓 o 12 40．0覧 1 0 12 3．3覧 0 6

：了鷲 o 14 7 ．寓 o 三4 42．％ 1 14 6 42．覧 o 14

仕事 ．艶 14E 4．0毘 7 14 4 2．覧 5 151

2 ．％ 1 ．駕 1 o ．覧

2 14．駕 1 7．1覧 1 14 ．覧 o 14

その他 17．5寓 114 1 2L2寓 146 22 1．駕 7 14 16 1．6裏 5 lI

的 6 22．器 1 27 9 2．5寓 別 10．0％ 1 30 8．3罵 0 36

4 28．6寓 0 14 2 14．3陪 o 14 ▲

7．1％ 1 14 2 14，3駕 0 14
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2．世帯の食事、入浴、共用施設利用の変化

表2－1　食事
横断的変化 準断的変化 縦断的　化

1次 2次 3次 4次 1 2 3 4 1 2 3 4

朝食 食堂で 39 25 26 31 15 11 6 9 6 3 1 1

自室 12 14 6 9 2 4

自炊 71 105 83 94 39 52 38 37 20 22 20 19

その他 2 6 21 6 0 2 3 4 0 0 3 2

不明 2 10 7 6 1 3 7 2 0 1 0 0

サンプル計 114 146 149 151 55 68 60 61 26 26 26 26

昼食 食堂で 77 75 52 65 32 31 21 25 16 10 9 8

自室 19 17 8 7 4 4

自炊 30 51 43 55 20 26 20 24 9 12 11 13

その他 6 10 10 9 3 6 2 2 1 3 0 0

不明 1 10 25 5 0 5 9 3 0 1 2 1

サンプル計 114 146 149 151 55 68 60 61 26 26 26 26

夕食 食堂で 98 97 56 60 44 42 17 23 18 11 6 7

自室 49 53 20 21 8 9

自炊 11 35 28 30 8 18 14 12 7 11 10 8

その他 5 5 1 4 3 3 1 3 1 1 0 1

不明 0 9 15 4 0 5 8 2 0 3 2 1

サンプル計 114 146 149 151 55 68 60 61 26 26 26 26
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2－2　　瀬　　一週　当た　）
1 2 3 4

横断的変化 準縦断的変 縦断的変化 横断的変化 準縦断的変 縦断的変化 横断的変化 準縦断的変 縦断的変化 横断的変化 準縦断的変 縦断的変化

大浴室利用 週0回 20 6 1 51 22 5 65 24 7 61 24 10

1回 3 2 1 2 0 0 3 0 0 4 1 1

2回 4 1 1 0 0 0 0 0 0 9 3 1

3回 5 3 2 3 0 0 7 3 1 7 4 2

4回 5 3 2 8 3 2 7 0 0 7 3 0

5回 7 3 1 7 4 1 4 2 1 5 2 1

6回 11 7 2 8 2 2 6 2 1 2 0 0

7回 57 28 15 65 36 16 57 29 16 54 23 11

不　日 2 2 1 2 1 0 0 0 0 2 1 o

サンプル計 114 55 26 146 68 26 149 60 26 151 61 26

自宅浴室 週0回 77 38 19 84 41 19 80 36 20 80 33 15

1回 7 4 3 4 2 0 10 3 0 4 2 1

2回 11 4 0 10 3 0 11 7 2 13 7 1

3回 8 5 2 12 3 0 13 2 1 22 8 4

4回 2 1 1 6 2 1 10 4 1 5 1 0

5回 1 1 0 0 o 0 2 1 o 5 1 1

6回 0 0 o 0 0 0 3 2 0 2 0 0

7回 6 2 1 25 13 4 19 5 2 18 8 4

不　日 2 0 0 5 4 2 1 o 0 2 1 0

サンプル計 114 55 26 146 68 26 149 60 26 151 61 26

シャワーのみ 週0回 97 44 22 105 51 20 120 52 24 133 54 23

1回 3 2 1 4 0 0 8 3 0 5 2 1

2回 6 3 1 7 3 1 5 1 0 2 0 0

3回 2 2 0 7 3 1 5 0 0 2 0 0

4回 0 0 0 2 2 1 0 0 0 2 1 1

5回 3 3 2 3 1 0 3 1 0 1 1 0

6回 1 0 0 3 1 0 0 0 0 1 1 1

7回 2 1 0 8 3 0 8 3 2 3 1 0

不　明 0 0 0 7 4 3 0 0 0 2 1 0

サンプル計 114 55 26 146 68 26 149 60 26 151 61 26

2－3　　宅’室と大’日の必
・　イ ・　イ 縦断的変化

2 3 2 3 2 3

必 119 112 56 47 23 22

のみでロ 20 29 10 11 3 4

のみで可 1 1 0 0 0 0

、りない 0 6 0 2 0 0

、　　　　日 6 1 2 0 0 0

ン　ル臼 146 正49 68 60 26 26
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2－4　　宅浴室の 」用　況（ 1用　態 回答
断的変化 ・化 ・イ

2次N・146 3次N・149 2　N・68 3次N・60 2　N・26 3　　N・26

o ○ ◎ O ◎ O ◎ ○ o O o ○
入浴 61 20 64 31 25 9 24 12 5 5 9 4

洗濯 6 17 2 22 3 8 1 8 1 3 0 3

を洗うなど 5 32 3 47 5 16 1 18 正 7 0 5

清掃用具収場 5 22 3 26 3 13 1 14 2 5 0 5

他の　の収納 36 21 31 22 22 11 14 12 12 4 9 6

その他 0 3 2 6 0 1 0 2 o 0 0 1

表2－5　園内施≡の］用　（喫 室・和室・体　室・集ム所）

横断的変化 準断的化 断的変化

2次 3次 4次 2次 3次 4次 2次 3次 4
喫茶室 週4～7回 5 8 8 ｛｝ 1 3 0 0 0

週1～3回 8 12 6 4 6 3 1 1 1

月1回以上 10 7 10 2 3 0 0 1 0

月1回以下 9 正4 13 6 8 5 4 5 2

ほとんど使わない 32 43 28 18 17 11 7 7 6

全く使わない 27 46 84 14 18 38 6 8 17

不　　明 55 正9 2 24 7 1 8 4 0

サンプル計 146 149 151 68 60 61 26 26 26

和室 週4～7回 7 0 o 5 0 0 2 0 0

週1～3回 8 5 3 5 2 0 1 1 0

1回以上 8 2 2 4 2 1 1 o 0

月1回以下 6 9 1 4 5 1 2 4 0

ほとんど使わない 23 46 15 13 24 6 7 9 4

全く使わない 41 62 127 18 18 52 6 7 22

不　　明 53 25 3 19 9 1 7 5 0

サンプル計 146 149 151 68 60 61 26 26 26

体育室 週4～7回 9 14 19 6 5 8 1 2 3

週1～3回 7 24 16 6 12 5 3 5 4

月1回以上 4 0 4 3 0 0 1 0 0

月1回以下 2 10 2 1 7 1 1 6 0

ほとんど使わない 24 42 16 12 16 8 5 5 5

全く使わない 38 39 91 15 13 38 6 4 14

不　　明 62 20 3 25 7 1 9 4 0

サンプル計 146 149 151 68 60 61 26 26 26

集会所 週4～7回 2 2 3 2 0 1 2 0 G

週1～3回 14 26 28 6 7 7 1 5 4

月1回以上 7 17 9 6 11 4 3 3 2

月1回以下 9 13 10 6 7 3 3 5 1

ほとんど使わない 32 32 22 14 13 8 6 3 5

全く使わない 25 36 76 11 13 37 3 4 14

不　　明 57 23 3 23 9 1 8 6 0

サンプル計 146 149 151 68 60 61 26 26 26

一一　31一



表2－6 施昌 の利用 （応接室・談話室・フロント・図書室）

横断的変化 準縦断的変化 縦断的変化

2次 3次 4 2次 3次 4次 2次 3次 4次
応接室 週4～7回 0 0 0 0 0 0 0 0 0

週1～3回 2 3 o 1 2 0 0 1 0

月1回以上 5 3 1 2 1 0 1 0 0

月1回以下 5 14 7 4 10 4 2 8 3

ほとんど使わない 29 49 23 11 19 5 4 5 2

全く使わない 36 53 117 19 19 51 8 7 21

不　　明 69 27 3 31 9 1 11 5 0

サンプル計 146 149 151 68 60 61 26 26 26

談話室 週4～7回 3 2 4 2 1 3 1 0 1

週1～3回 5 7 6 3 0 2 2 0 0

月1回以上 10 10 2 6 3 0 2 1 0

月1回以下 5 14 15 3 9 5 2 7 3

ほとんど使わない 32 47 24 14 21 7 7 7 3

全く使わない 30 44 97 14 18 43 4 7 19

不　　明 61 25 3 26 8 1 8 4 0

サンプル計 146 149 151 68 60 61 26 26 26

フロント 週4～7回 9 13 9 5 4 1 1 0 0

週1～3回 27 23 16 14 9 5 6 3 2

月1回以上 11 16 i6 5 5 9 4 2 6

月1回以下 8 12 8 3 7 4 2 5 0

ほとんど使わない 23 39 25 10 18 10 5 9 5

全く使わない 9 23 72 6 8 31 1 2 13

不　　明 59 23 5 25 9 1 7 5 0

サンプル計 146 149 151 68 60 61 26 26 26

週4～7回 2 1 1 1 0 1 0 0 0図書

Rーナー 週1～3回 3 3 2 2 1 1 0 1 1

月ユ回以上 2 工 1 1 0 0 0 0 0

月1回以下 4 16 6 2 10 2 1 5 1

ほとんど使わない 31 51 27 17 23 9 7 11 3

全く使わない 36 53 111 15 19 47 7 6 21

不　　明 68 24 3 30 7 1 11 3 0

サンプル計 146 149 151 68 60 61 26 26 26

一一　32　・一



表2－7　園内施号 の利用 （洗濯室・理美容室・売店・ゲストルーム・散策路）

横断的変化 準縦断的化 断的変化

2次 3次 4次 2次 3次 4次 2 3 4次
洗濯室 週4～7回 o 0 0 0 0 0 0 0 0

週1～3回 3 2 0 1 1 0 0 o 0

月1回以上 0 1 0 0 0 0 o 0 0

月1回以下 1 6 4 0 5 3 0 4 0

ほとんど使わない 12 45 9 8 23 4 4 9 1

全く使わない 57 69 135 28 23 53 11 9 25

不　　明 73 26 3 31 8 1 11 4 0

サンプル計 146 149 151 68 60 61 26 26 26

理・美容室 週4～7回 0 0 0 0 0 0 0 0 0

週工～3回 7 9 2 3 2 1 2 1 0

月1回以上 38 30 21 1 11 10 4 6 4

月1回以下 10 12 30 6 6 9 3 2 4

ほとんど使わない 13 29 13 4 16 8 4 7 3

全く使わない 32 53 82 17 18 32 6 6 15

不　　明 46 16 3 20 7 1 7 4 0

サンプル計 146 149 151 68 60 61 26 26 26

売　店 週4～7回 9 8 5 2 0 0

週1～3回 84 70 34 23 12 13

月1回以上 18 18 9 9 4 3

月1回以下 4 7 3 4 2 1

ほとんど使わない 9 23 6 13 3 5

全く使わない 2 9 1 3 0 1

不　　明 20 14 10 6 5 3

サンプル計 146 149 68 60 26 26

ゲストルー 週4～7回 0 2 0 0 0 0 0 o 0

週1～3回 1 3 1 0 2 0 0 0 0

月1回以上 1 7 1 0 3 1 0 3 1

月1回以下 22 23 10 12 11 2 6 4 1

ほとんど使わない 25 36 32 13 20 11 4 10 4

全く使わない 35 51 104 18 16 46 6 5 20

不　　明 62 27 3 25 8 1 10 4 0

サンプル計 146 149 151 68 60 61 26 26 26

週4～7回 52 43 46 29 10 15 9 5 6散策路

@・公園 週1～3回 24 26 26 11 11 13 6 4 6

月1回以上 4 6 4 2 4 0 2 1 0

月1回以下 3 3 9 0 2 7 0 2 3

ほとんど使わない 14 35 13 7 21 4 4 9 2

全く使わない 6 19 50 3 5 21 0 1 9

不　　明 43 17 3 16 7 1 5 4 0

サンプル計 146 149 151 68 60 61 26 26 26

一33一



2－8　　ど　との　　む

横断的変化 準断的化 断的　化

1次 2次 3 4 1 2 3次 4次 1次 2次 3 4

子どもが会いに来る ほぼ毎日 1 1 0 0 1 1 0 0 o 0 0 0

週3回位 3 0 1 2 1 0 0 2 1 0 0 1

週1回位 正1 5 10 6 4 2 3 2 2 1 1 0

月2回位 12 10 7 12 5 5 2 2 1 2 0 0

月1回位 8 16 14 10 1 3 5 3 1 1 2 1

月1回未満 21 22 25 35 8 7 5 8 3 3 2 5

・　明 4 18 12 0 1 9 4 0 1 2 3 0

子どもなし 54 74 80 86 34 41 41 44 17 17 王8 19

サンプル計 114 146 149 151 55 68 60 61 26 26 26 26

あなたが会いに行く ほぼ毎日 0 1 2 0 0 0 2 0 0 0 1 0

週3回位 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

週1回位 2 2 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0

2回位 5 6 1 4 1 3 0 1 0 1 0 0

1回位 9 5 3 1 2 1 1 0 1 0 0 0

月1回満 29 26 28 59 13 7 7 16 5 1 3 7

、　日 13 32 31 0 4 15 8 0 3 6 4 0

子どもなし 54 74 83 86 34 41 42 44 17 17 18 19

サンプル計 114 146 149 151 55 68 60 61 26 26 26 26

子どもから電話がある ほぼ毎日 2 2 1 2 1 1 1 1 0 o 1 1

週3回位 8 5 6 6 2 1 2 2 0 o 1 0

週1回位 18 13 16 18 7 6 3 3 3 3 0 1

月2回位 14 14 12 19 5 2 2 5 4 0 0 2

月1回位 5 10 10 9 2 5 5 4 1 2 1 2

月1回満
了 12 11 11 3 5 3 2 1 2 3 1

不　明 6 16 13 0 1 7 3 0 0 2 2 0

子どもなし 54 74 80 86 34 41 41 44 17 17 18 19

サンプル計 114 146 149 151 55 68 60 61 26 26 26 26

あなたが電話をする ほぼ毎日 1 2 2 1 0 1 2 1 0 0 1 1

週3回位 10 4 5 3 2 1 2 1 0 0 1 0

週1回位 15 11 12 12 4 2 3 2 1 1 0 o

2回1 10 11 10 16 6 5 1 5 3 0 0 1

1回位 11 14 10 7 4 7 1 0 2 4 0 0

月1回未満 6 11 12 26 3 2 5 8 2 0 4 5

不　明 7 19 18 o 2 9 5 0 1 4 2 0

どもなし 54 74 80 86 34 4i 41 44 17 17 18 19

サンプル計 1i4 146 149 151 55 68 60 61 26 26 26 26

一34一



3調三査i票（4次調査）

■■■■■園での日常生活に関する調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く世帯票）

アンケートのお■い

静岡大学教育学部家蠕科

　　　家底科教育研究室

　　　助教授　小川裕子

　紅藁の美しい季節となりましたか、皆様いかがお過ごしでしょうか。

　さて、私たちの研究室でlt、これからの高■者向けの住宅に間する研究をすすめて

おります。■■■■■■■D園ではs開投直後の昭和54年と、昭和58年、さらに平成

2年の3回にわたeてh皆様の御協力のもとに調査を行い、大夏有効な示唆を得るこ

とができました。このたび、開設後15年を経た●■■■■■■園での生活について、

もう一度、皆様の意見をお鼻ねして、今後の研究の参考にさせていただきたく，N　eて

おります。

　なお、この国査結果につきましては、研究以外の目的に使用することはいっさいご

ざいません。お忙しいところ大変恐縮ではこぎいますが、旬協力の援よろしくお願い

致しますe

アンケートの記入のしかた

　記入の方法は、当てはまる書号を選んでOをつけるかs空掴に記入していただくよ

うになっております。

　ご夫婦、また臥複敷で入居されている場合は、本世帯票については、御主人、ま

たは、年長の方がご記入下さいますよう宜しくお眉い致します。

塙査貝

　小川裕子

　骨島延江

　・ヲt昂麻子

　口本有子

　元場由書理

　八木京子

連絡先

　　〒422　静岡市大谷836
　　　　　　　　静岡大学教育学部家庭科

　　　　　　　　京島科教育研究室　小川搭子

　　且（054）237－1111（内線4759）

峯N査期周内は■■■■■置のゲストルームにおります。

【」自に用住戸］
L部mについておたずねします・今のあなたの韻についてどのよう1⇒えてL・ますか。

モれそれについて当てはまるもの1つにOをつけて下さいe

A自宅内での

　車イスの利用

B広さ

C間取り

使用できなくても今のままでよい

将来のために使用できるようにしてほしい

わからない

ちtうどよい

狭い（理由

広すぎる

わからない

よい

問題がある（理由

わからない

2　部垣の使い方についてNおたず

　ねしますe右の平面箇に、寝室に
は、愈日巳に過ごす鑓眺、

㊤。来客esてなすSSSには、③。

　また、自宅で食事をする場合に使

うeSEには、⑤をeSthんで下さ

いe

　二人以上で入屠されてい6場音

で、モれぞれが、異なる使い方を
なさ醐合には・㊧』や・（羅のよう

にどちらの方が、どの様な使い方

をなさるのかが分かるようにお書

き下さいe

）

）



3．寝具についておたずねします．

Φあなたlt　lllLIIIE：、ふとんとベッドのどちらをお使いですか。当てはまるもの1つsi　oを

　つけてく・ださい．

1．ふとん 2．ベッド

6・あなたは・d■■■■DN内で、題喋の会やグループ居艶に書加していますか。当てはま

　るもの1つにOをつけてください．

1．参加している

2．　参加していない

具体的に（ ｝（
）

②あなた1ま］生塞、ふとんとベッドのどちらを使いたいですか。当てはまるもの1つにO

　をつけてください。

1．ふとん 2，ベッド

【共同施殺】
4・入浴についておたずねします。あなたはこの一週間に何回、入塔しましたか。場所別

　にお答え下さい．

1．大浴場（　　　回）

2．自宅の搭宣（　　　回）

3．自宅のシャワーだけ（ 回）

5．食事についておたずねします。あなたはふだんの食事をどの様にしていますか．朝食、

　昼食、夕食別に、次のうちから当てはまると二ろ1つにOをっけてください。

サ食 食 自 そ

プ堂 自堂 配分 の

・ま 宅の 偶ま 他

1

でセた で食 者た

食ンは 食事 がは

ペタ ぺを 作

る1 る る

朝　食

昼　食

夕　食

7．あなたの世帯（家族）St普段s●■■■■■■内の下記の井同施段をどのくらい利用して

　いますか．モれそれにっいて、当てはまるところLつにOをつけてください口

ほぼ毎日 遭415回 週213回 遇1回 月213圏 月1回以下 殆ど使わない 金く使わない

1　喫茶室

2　和室

3　体育室

4　集会室

5　応接室

6　駿話室・サロン

7　フロント

8　団書室

9　洗最室

lo　理・美容室

11　ゲスト・ルーム

12　散策路・公■



【サービス】
8．あなたの世帯（gm）で、次1二あげ6n事tiどについて、ヘルパーやモの他の職貝i：

　手助けをしてもらった回数を、モれぞれ当てはまるところ1つにOをつけてください．

　さらに、一度でもやってもらPたことのある場合は、誰にしてもらったのかについても、

　それぞれ、当てはま6ところ全てにOをつけてくださも㌔

回　　　　　数 推にしてもらったか

ほぼ毎日 週314回 遭112回 月213圃 月1回以下’ 頼んでいない 看枝婦 子供 モの他

1　事喬的な手続きなど

2　修理・大工仕事など

3　通院の付添い

4　痢気の時の看病

　　．T　留守中の管環

6　居宣の掃除

7　洗泡

9　買胞

lo　入塔介助

H　歩行介助

12　モの他（　　　　　　）、

【外出・余暇】
9、外出についておたずねします。

　Φあなたはどういう自的で、4■■■■D園から外出しますか・次のうちから当てはまるも

　　の全てにOをつけてください。

買物にいく

銀行・役所・郵便局へいく

子供・頼戚に会いに行く

友人に会いに行く

病院へいく

サークル・おけいこごと・栖劇などに出かける

仕事にいく

モあ他（　　　　　　　　　　　）

②あなたは普段どのくらい外出しますか。次のうちから当てはまるもの1っにOをつけ

　て下さい。

t．ほとんど毎日

2．週3N4回くらい
3．遇1～2回くらい

4．月1～2回くらい

5．月1固以下

10．余壊についておたずねします．あなたは、どのように余暇（佳事・家事・食事’括

眠など以外の鱒聞）を過ごしていまtbe次のうちからほてtt・tるもの全てにoをつ

　けてください．

1，テレビ・ラジオ

2。敢歩

3．家族との団らん

4．茶欽み友遼とのおし中ぺり

5．一人でやる趣味・学習（内容

6．仲間とやる趣味・学習（内害

7．スポーツ

8，社会皐仕（内容

9．休養・星寝

IO．モの傭（
）

）

））



t鱗鱗状態】
El．億康状態についておたずねします。

Φあなたlt　N環在自分の億康状態をどのように考えていますか。次のうちから当てはま

’るもの1つにOをうけてください噂

1．たいへん良い

2．良い

3．ふつう

4．やや幕い

5．幕い

6．わからない

②あなたは現在、憐性的な膚気をお持ちですか。次のうちから当てはまるもの全てにO

　をつけてください。

1．

2．脳卒中

6．痴呆

le．高血£E症

M．縁内障

17．その他（

慢性的な病気はない

3．パ・一キンソン

7．垣聴

IE．ぜん息

15．白内障

　　　　）（

4．リュウマチ　　　5．

8．　整形的疾患　　　　9．

12．　脳肋脈硬イヒ症　　　　 13．

16．弱視

　　　　）　（

虚弱

神経痛

内■的疾患

）

③あなたtt、どのくらいの範圃を行助することができますか．次のうちから当てはまる

　もの1つにOをつけてくださいe

ベッド上に隈る

自室内のみ自力で暮勘できる

聞の建犠内ならば自力で行劫できる

一人で交通鵠聞を利用して外出できる

④あなたは入居徒、口内の敷地・璃物内でケガをしたことがありますか。当てはまる番

　号1つにOをつけてください。

Lある一P 2．屯い

モれは、どこで・どのようなケガをしたのですか。

場所　　　　（

ケガの内容　（

（（））
））

唱

t2，適院についておたずねします．

Φあなたは現在、通院していますか。当て｛tまるもの1つにOをつけてくださ‘㌔

1．はい 2．いいえ

i！：．92．S　LS　I33LSiiL，＿MXIWSza．n．1SsuS．iusLstt。

②通院先は次のうちどこですか。当てはまるもの全てにOをつけてください．■外に己

　院されている方は1）2）についてもお答え下さい．

1．書内齢療所

2，N外の膚院 1）モの劇院‘‡どこにありますか●

a．宝厘市内

b．兵摩県内

c．大阪府内

d．モの他 都道府幕

2）壇外の膚暁を利用する壇由は何ですか●

　　a．以府からのかかりつけの医者だから

　　b．胎療科目が薗内にないから

　　C．　設惰が整弓ているから

　　d．揺合的で大きい病院だから

　　e．■外の病院の方が賞が高いと思うから

　　f．■で紹介されたから

　　9．モの他（　　　　　　　　）

⑨昔療科目は何ですか．次のうちから当てはまるもの全てにOをつけて下さい。

1．凪科

5．耳鼻科

9．産婦人科

2610 内科

皮膚科

モの他（

3．歯科

丁．外科
）

4．聾形外科

8．針灸

④通院回敬1まどのくらいですか”当てはまるものtつにOをつけて下さいe

ほとんど毎日

遇2～3圃
遇1回

月2～3回

月1回

月1回



【入唐理由】
t3．入居についておたずねします。

Φa■■■■D園への入居ltいうでしたか。

昭和・4成 年 月

【基本属性】
14．生活費についておたずねします。

Φあなたの世帯（同居者のいらっしpる塙合はお二人で〕は、いま、1ヶ月にどのくら

　いの生活費（薗へおさめる管理費・食費を含む）が必宴ですかa当て1ままるもの1っ

　にOをつけてくださいe

⑭現在は、唱■■■■菌に入居していますが、もし寝たきりや痴呆になeた場合、他へ移

　る計薗などを考えていますか。次のうちから当てはまうもの1つにOをつけてくださ

　いo

　　　　　　1．居室でs世話をしてもらいたい

　　　　　　2．口内の捨療所や静養室のべプドで世話をしてもらいたい

　　　　　　3．■外の膚院へ入院するつもりだ

　　　　　　4．他の介笹専用の有科老人ホームに移るつもりだ

　　　　　　5．特別養膜老人ホーム（栄光園など）に移るつもりだ

　　　　　　6．家族（子供など）の所に帰るつもりだ

　　　　　　7．先のことは考えていない

　　　　　　8．わからない

　　　　　　9．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
l

w
1

③老後の生活偉についておたずねします．子供との同居・別居について、あなた自身の

　ご意見に近いもの全てにOをつけてください。

1．子供はいないのであまり考えた二とはない

2．今も、で者れば子供と問屠したい

3．子供はいるが、仕事の招合で遠くに住んでいるから、閤居は考えられない．

4．娘ばかりで、問居は考えられない

5．老後は、子や孫にかこまれて暮らすのがよい

6．子供家腕に世括をか1ナたくない

7．子供京衷と同唐すれば、何かとわずらわしいので、闘居がよい

8．己僻者が亡くなれば、手供と育屠したい

9．いずれ痛弱になれば、子携家旋にi倒壱見てもらいたい

10．子侯はいても、で者るかぎり自立』、珂居』て生活していきたい

tl．お互．いのプライバシーを守邑住宅であれば、同居してもよい

t2，別居でも、近くて、行き来しやすいと二うがよい

13．子俄と薗居するには家却旋い

14．モの億（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10万円未漕

10万円以上15万円未満

15万円以上20万円未満

20万円以上30万円未榔

30万円以上40万円未満

4e万円以上

⑦　Φの生活費は、次のうちどこからのものですか。当てはまるもの全てにOをつけて

　ください。

1．年1金・息給・挟助科

2．月収（仕事）

3．摂貯金

4．不島童による収入（禦賃・地代など）

5．子供などからの仕送り

6．モの他（　　　　　　　　　　　）

15．以前お住みになoていた家にっいておたずねします．

Φ●■■■●■に入居する直曹にお住みになっていた蹴｛ま・次のうち・どのような菰でし

　たか．

1．一戸庖て掃ち家

2．一戸胞て借家

3．集合庄宅（マンシ書ンなど）持ち家

4．民Nの集合住宅（マンシ碧ンなど）借叢

5．社宅・官舎など

6．公営住宅

7．その仙（　　　　　　　　　　　　　）

②唱■■■■D口入居薗はどちらに住んでいましたか喧

部・直・府・県 市・区・町・村



畝肘る直劇住んでいた鞠・■巳融あなたの自室と比べて、齢障があ

　　りましたか宙当ては裏るもの全てにOをつけてくださL㌔

　　　　L特に間■はなかeた

　　　　2．古かった

　　　　3・広すぎた（もeたいない、掃瞭がたe・へん、纏持がたいへんなど）

　　　　4．設惰が不傭であった

　　　　5．一人暮しや夫培二人では、防犯上の問題があった。

　　　　6．まわりの環境が轟かった

　　　　Z子供と同唐するに‘ま狭か弓た

　　　　8・モの他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

t6．あなたと家族についておたずねします。

Φあなたと・同居者がいらeし中る場合はその方について、性別・生年月日について、

　下掴へ記入して下さい．

続柄 性　別 生　年　月　日

本人 男・女 明治・大正・昭和　　　年　　月　　日

（　） 男・女 明治・大正・昭和　　　　年　　月　　　8

¢あなたは端の経験がありttか．当てはま8ものtつにoをつけてください。

　　　　　　　　　1．　ある　　　　　　　2．　な陥s

③入EleSOPM“M劇：っ。｛て、次のうちから当て｛ままるもの1つにOを引ナてくださ

　い●

　　　　　　　　　1．一人暮し

　　　　　　　　　2．夫婦のみ

　　　　　　　　　3．未婚の子と同居

　　　　　　　　　4，晴娼の子供家挟と同居

　　　　　　　　　5．モの仙（　　　　　　　　　〕

④龍・子供さん‘tいttか・当τ‘tまるもOP・1つにoをつけてください．「い6コと

　答えた方は1）2）についてもお香え下さい。

　1・いる（　　　人）　　2．いない

　　　　　1｝子供さんのうちで現在最も近くにいる方は、どこにお住まいですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　棉・道・府・県

　　　　　2）あなたは子供さん遠と、　どのくらい会ったり、電話をしたりしますか．

　　　　　　　モれそれについて・次のうちから当てttまるところ1つにOをつけてく

　　　　　　　ださい。

ほぼ毎日 遇3目位 週1回位 月2回位 月1圏位 月1掴未満

1、子供（家族｝逮が会いにくる

2．あなたが子供遭に会いに行く

3．　子供（家旗）迫から電話がある

4．あなたの方から子供適に電話する

御協力ありがとうございました。



おわりに

　本研究は、筆者が大学院生（1979年度修士課程二年生）の時に、同じ研究室に所

属していた四年生と共に取り組んだ調査研究を出発点としている。調査対象となっ

た有料老人ホームの存在は、四年生の三沢由紀子さん（当時）がキリスト教徒であ

ったことから情報を得ることができたように思う。その情報をたよりに、指導教官

である湯川利和教授（当時、奈良女子大学家政学部住居学科）の強力なバックアッ

プによって、本研究を継続することができた。たまたま対象としたホームが15年間、

ほとんど改築や増築を行ってないということも、入居者を対象とした継続調査を可

能とするために重要な条件の一つであったであろう。

　本研究を進めてきた15年以上に及ぶ期間の中で、研究上の大きな転機は二つあっ

た。第一は、1次調査の後に参加した「建築若手の会」の夏合宿の際、地域施設関係

をテーマにしているグループ（このグループは、当時、高橋博久先生（名古屋工業大

学）、萩田秋雄先生（現・筑波技術短期大学）らが中心であった）における討論である。

筆者の「有料老人ホームで調査をやった」という自己紹介に対して・　「金持ちのた

めに研究するの……」という参加者のつぶやきがいつまでも心に残った。その時、

「金持ちのためだけに留まらない」有料老人ホームの研究を目指さねばならないと

心に誓った。第二の転機は、3次調査結果を1、2次調査結果と単純に並べて「入居者

の加齢と生活の変化」としてまとめた日本建築学会関東支部大会の発表を行った時

のことである。外山　義先生（現・東北大学工学部）より、調査回答者の入退居の動

向が踏まえられていない「変化」は研究とはいえないという内容のご批判をいただ

いた。正直なところ、本研究はその後本格的に進んだといえる。

　そして、この度平成七、八年度の2年間にわたって文部省科学研究費の交付を受

けることによって、まだ不十分な点を残しながらもこのような一冊の報告書にまと

め上げることができた。今後、さらに考察を深め、高齢者世帯向け住宅一般の計画

・運営のあり方へ提案できる形までまとめていきたい。

　最後になりましたが、調査に当たっては対象有料老人ホームの入居者の方々はも

ちろんのこと、職員の方々にも大変なご協力をいただきましたこと、心より感謝す

る次第です。また、1次から4次までの調査に参加し、その時々の調査結果を取り

まとめてくれた多くの方々には、以下に記すことによって、感謝の意を表します。

　1次調査：三沢由紀子さん（1979年度奈良女子大学四年生）

　　　　　　竹村真由美さん（1979年度奈良女子大学四年生）

　2次調査：戸井恵子さん　（1983年度奈良女子大学四年生）

　3次調査：内田直美さん　　（1990年度静岡大学四年生）

　　　　　　杉村真里子さん（1990年度静岡大学四年生）

　4次調査：青島延江さん　　（1994年度静岡大学研究生）
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最後に、1～4次の問査結果を公表した研究発表について示します・

始文
1．　「有料老人ホームでの住み方」相島裕子、三沢由紀子・竹村真由美・湯川利和

　第28回住宅問題研究発表会梗概集　PP．　81－9e　1980・　3

2

3

4

「有料老人ボーtムにおける住戸内生活の検討」相島裕子
奈良女子大学家政学会「家政学研究』Vo　l．28　No．1　pp．　51－57　1981．　9

「有料老人ホームにおける住み方（2）G小川裕子　目本建築学会中国支部研究報告集　第9巻1号

pp田287－290　　1983．3

「老人世帯の生活様式に関する研究一有料老人ホームE園居住者の意識と生活実態について一」小川裕子・

湯川利和　日本建築学会近畿支部研究報告集　pp．　353－356　1984、6

5．「有料老人ホームにおける住戸内生活の検討一E園における追跡調査一」小川裕子

　奈良女子大学家政学会f家政学研究』Vol．　31　N（）．　2　pp．　115－122　1985．3

6

7

8

「有料老人ホームにおける住戸内生活の検St－一一1、fi　．皿列型住戸の住み方一」小川裕子

奈良女子大学家政学会「家政学研究」Vo1．32　No．　1　pp．85－911985．　10

「民聞有料老人ホームにおける入居者の加齢の進行と生活の変化　その2　専用住戸における生活行為の場」

小川裕子　日本建築学会関東支部研究報告集　pp，　201－204’1993．3

「一民間有料老人ホームにおける開設後15年間の入居者概要と入退居動向」小川裕子　　日本建築学会

計画系論文報告集　第492号　pp．101－108　ig97．2

報告書
1，　「民間有料老人ホームにおける入居者の住生活と住要求に関する研究」小川裕子

　“山口大学教育学部　1986．1

口頭発表
1．「老人の住生活に関する研究　第2報（1）高齢者の同居観（2）高齢者世話ホームE園の住まい方

　（3）高齢者世話ホームE園の共同施設利用実態」相島裕子、湯川利和他

　日本家政学会関西支部第52回研究発表会　1979．　12

2．「有料老人ホームでの住み方」相島裕子、湯川利和　日本建築学会大会　1980・10

3

4

5

6

「有料老人ホームにおける’住戸内生活の検討一Mホームの場合一」小川裕子

日本建築学会大会　1983．9

r高齢期の住まいに関する研究一有料老人ホームYにおける入居者調査の結果から一」小川裕子

日本家政学会　第44回大会　1992．5

「民曲有料老人ホ＿ムにおける入居者の加齢の進行と生活の変化　その1　健康状態と通院」小川裕子

日』{建築学会大会　1992．9

「加齢に伴う住み方の特徴一有料老人ホーム1こおける入居者調査を通して一」小川裕子

日本家政学会第45回大会　1993．　5
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